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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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お 知 ら せ

内 閣 府 だ よ り

沖縄歴史の散歩道  Vol.18

キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地に琉球大学病院及び同大学医学部が移転

公正取引課の広報・広聴活動！　～法令違反を未然に防止するために～ 

公正取引課による調査　
～公正取引委員会、内閣府沖縄総合事務局による株式会社九州シジシーに対する警告について～

沖縄の防災力強化を推進する取組について　～沖縄総合事務局の防災会議～ 

身近な国有財産　～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

身近な原料を使った肥料の利用拡大に向けて

「令和６年度農業農村整備事業優良工事等における表彰式」を開催しました！

ご存知ですか？お米の表示、産地情報の伝達について

「第１回みどり戦略学生チャレンジ沖縄ブロック大会」の表彰式等を開催しました！

野生イノシシの関与によるアフリカ豚熱侵入に備えて

インバウンド対応と輸出拡大に向けたセミナーを開催しました！

中小企業活性化フォーラム　
～コロナ禍後の二極化が進む今、求められる経営改善と事業再生～

カーボンニュートラルに向けた取組に関する各種イベント

「那覇港新港ふ頭地区ふ頭再編整備事業着工式」を開催しました！

本島北部豪雨で使用した災害対策用機械の操作訓練を実施

第 15回　トラック輸送における取引環境・労働時間改善沖縄県地方協議会について
～トラックドライバーの働き方改革の実現にむけて～

「安統管フォーラム in 沖縄」を開催しました！

第１回沖縄交通リ・デザインシンポジウムを開催しました !!

「白タク」は違法であり、危険です！　～ 白タク等行為防止の取組を実施しました ～

人事異動

「令和６年度OKINAWA41 フォト・かりゆしコンテスト表彰式」が開催されました！
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表
紙
写
真

「
お
姉
ち
ゃ
ん
待
っ
て
」

   

　
　（谷
口 

由
依
さ
ん
撮
影
）

　
表
紙
の
写
真
は
、
内
閣
府
で
運
営
し
て

い
る
沖
縄
の
魅
力
発
信
サ
イ
ト
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
41
」
に
お
け
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
・
シ
ー
ズ
ン
９
の
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ
た
「
お

姉
ち
ゃ
ん
待
っ
て
」
で
す
。（
谷
口
由
依
さ

ん
撮
影
）

　
家
族
で
沖
縄
県
へ
旅
行
に
行
っ
た
際
の

写
真
で
、
お
そ
ろ
い
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着

た
か
わ
い
ら
し
い
６
歳
、
４
歳
、
２
歳
の

女
の
子
３
人
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

に
行
っ
た
際
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
３

人
で
駆
け
だ
し
始
め
た
と
こ
ろ
年
上
２
人

に
ど
う
し
て
も
遅
れ
が
ち
な
２
歳
の
妹
を

優
し
く
待
っ
て
あ
げ
る
２
人
の
お
姉
ち
ゃ

ん
た
ち
の
や
さ
し
さ
溢
れ
る
ワ
ン
シ
ョ
ッ

ト
で
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
背
景
と
相
ま
っ

て
思
わ
ず
ほ
っ
こ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

伊
東
沖
縄
担
当
大
臣
か
ら
も
「
こ
の
女
の

子
３
人
の
写
真
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
41
」
に
は
、
本
コ
ン

テ
ス
ト
審
査
委
員
特
別
賞
等
の
受
賞
作
品

を
は
じ
め
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
写
真
を
中

心
に
沖
縄
の
魅
力
満
載
の
写
真
が
た
く
さ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓ 

 

　
表
紙
の
写
真
は
、
内
閣
府
で
運
営
し

て
い
る
沖
縄
の
魅
力
発
信
サ
イ
ト
「
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
41
」
に
お
け
る
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
・
シ
ー
ズ
ン
８
の
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
賞（
最
優
秀
賞
）に
選
ば
れ
た「
今

日
か
ら
友
達
」
で
す
（
野
口 

亜
希
子
さ

ん
撮
影
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
お
友
達
を
作
る
こ
と
も
遊

ぶ
こ
と
も
制
限
さ
れ
て
い
た
４
歳
の
娘
さ

ん
が
こ
の
シ
ー
サ
ー
に
向
か
っ
て
、「
お
と

も
だ
ち
〜
」
と
言
い
な
が
ら
駆
け
寄
り
、

手
を
繋
い
だ
瞬
間
を
撮
影
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
見
は
な
こ
沖
縄
担
当
大
臣

か
ら
も
「
な
ん
と
も
愛
く
る
し
い
お
子
様

の
笑
顔
に
、
私
も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
41
」
に
は
、
本
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
を
は
じ
め
、
皆
様
か

ら
の
投
稿
写
真
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
素

敵
な
写
真
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.okinaw

a41.go.jp/ 



の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
諸
外
国
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
あ
っ
た

沖
縄
で
は
、
沖
縄
の
人
々
以
外
の
墓
も
存

在
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
の
は
泊
の
外
人

墓
地
。
沖
縄
で
亡
く
な
っ
た
外
国
人
専
用

の
墓
地
で
、
３
０
０
基
あ
ま
り
の
墓
が
並

ん
で
い
ま
す
。
琉
球
王
国
時
代
か
ら
存
在

し
て
い
て
、
最
古
は
１
７
１
８
年
の
中
国

人
の
も
の
で
、
宜
野
湾
に
漂
着
し
て
死
去

し
た
人
物
で
す
。
そ
の
ほ
か
ペ
リ
ー
艦
隊

の
従
者
や
明
治
時
代
の
ア
メ
リ
カ
人
英
語

教
師
な
ど
の
墓
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
地

は
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
戦
死
者
も
多
数
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
の
地
に
外
人
墓
地
が
置
か
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
れ
に
は
歴
史
的

な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
王
国
時
代
、
泊
は

外
国
人
の
滞
在
地
区
で
、
近
隣
に
あ
っ
た

聖
現
寺
が
外
国
漂
着
民
の
収
容
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ

た
者
が
葬
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
北
部
の
運
天
港
の
対
岸
に
位
置
す

る
屋
我
地
島
に
も
外
国
人
墓
の
「
オ
ラ
ン

ダ
墓
」
が
あ
り
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う

名
称
で
す
が
、
葬
ら
れ
て
い
る
の
は
フ
ラ

ン
ス
人
で
す
。
１
８
４
６
年
に
来
航
し
た

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
船
員
２
名
が
葬
ら
れ
て

い
ま
す
。
琉
球
の
時
代
、
欧
米
人
は
「
ウ

ラ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
同
じ
く
国
頭

村
の
宜
名
真
に
も
オ
ラ
ン
ダ
墓
が
あ
り
、

１
８
７
２
年
に
沈
没
し
た
イ
ギ
リ
ス
商
船

の
ベ
ナ
レ
ス
号
船
員
の
墓
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
江
戸
時
代
の
日
本
か
ら
の
船
も
し
ば
し

ば
琉
球
で
漂
着
・
遭
難
し
て
い
ま
す
。
浜

比
嘉
島（
う
る
ま
市
）の
ヤ
マ
ト
ゥ
ン
チ
ュ
ー

（
大
和
人
）
墓
は
１
８
３
９
年
茨
城
の
水
戸

藩
の
船
が
こ
の
地
に
流
れ
着
き
、
救
助
前

に
亡
く
な
っ
た
５
名
が
葬
ら
れ
、
墓
石
が

今
で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
船
は

木
造
帆
船
で
あ
っ
た
た
め
、
悪
天
候
な
ど

に
よ
り
漂
流
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。
生

存
者
は
王
府
の
手
に
よ
っ
て
故
郷
へ
帰
さ

れ
ま
し
た
が
、
無
念
に
も
客
死
し
た
者
は

沖
縄
で
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　
近
世
、
琉
球
に
滞
在
し
て
い
た
薩
摩
藩

の
在
番
奉
行
の
ス
タ
ッ
フ
が
葬
ら
れ
た
の

が
那
覇
・
若
狭
町
の
大
和
人
墓
地
で
し
た
。

広
厳
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
こ
の
墓
地
に
は

日
本
風
の
石
塔
墓
が
並
ん
で
お
り
、
現
存

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
明
治
初
年
の
絵
図
に

は
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
と

は
思
え
な
い
異
国
空
間
が
か
つ
て
那
覇
に

広
が
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

◆墓を巡る④
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

泊外人墓地（那覇市）泊外人墓地（那覇市）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

vol.18

オランダ墓（名護市　屋我地島）

ヤマトゥンチュー墓
（うるま市　浜比嘉島）

『沖縄志』中の大和人墓地（那覇・若狭町）
琉球大学附属図書館所蔵
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域
医
療
水
準
の
向
上
」、「
国
際
研
究
交
流
・

医
療
人
材
育
成
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
に
は
、
沖
縄
振
興
へ

の
貢
献
や
「
長
寿
県
沖
縄
」
の
復
活
、
国
際

保
健
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
）
へ
の
貢
献

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
人
口
の
８
割
が
集
中
す
る
県
中

南
部
に
お
け
る
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留

軍
用
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
に
公

表
さ
れ
た
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・

区
域
の
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
、
今
回
ご
紹
介
し
た
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

の
西
普
天
間
住
宅
地
区
等
が
返
還
さ
れ
、
今

後
、
約
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地

の
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
は
、
地
域
に

と
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
利
用
可
能
な
空
間

と
な
り
、
こ
れ
ら
の
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切

な
利
用
は
、
沖
縄
の
将
来
の
発
展
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
跡
地
利
用
に
つ

い
て
主
体
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
、
市
町
村

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
事
業
に
お
け
る
専
門
家
の
派
遣
、
各
種
会

議
の
開
催
等
を
通
じ
て
市
町
村
等
の
実
施
す

る
取
組
を
支
援
し
、
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

（
参
考
）

西
普
天
間
住
宅
に
関
す
る

広
報
誌
（
宜
野
湾
市
Ｈ
Ｐ
）↓  

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
跡
地
利
用
対
策
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
８

　
平
成
27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
（
宜
野
湾

市
）
で
は
、
今
後
の
基
地
跡
地
利
用
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
琉
球
大
学
病
院
及
び
同

大
学
医
学
部
の
移
設
を
中
心
と
す
る
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
令
和
７

年
１
月
に
琉
球
大
学
病
院
が
開
院
、
同
年
４

月
に
は
医
学
部
が
開
学
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
16
日
に
は
沖
縄
健
康
医
療

拠
点
開
所
式
が
開
催
さ
れ
、
林
芳
正
内
閣
官

房
長
官
、
伊
東
良
孝
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
は
じ
め
約
２

２
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
林
官
房
長
官
、
伊
東
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
等
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

は
、
平
成
25
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
「
沖
縄

に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
統
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留
軍
用
地
の
う

ち
、
他
の
返
還
予
定
地
に
先
駆
け
て
、
平
成

27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
約
51
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
大
規
模
な
地
区
で
す
。
同
地
区
に
は
、

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
、
沖
縄
に

潜
在
す
る
発
展
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
と
と
も
に
、
今
後
返
還
予
定
の
跡
地
利

用
を
牽
引
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
宜
野
湾
市
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
（
西
普
天
間
住
宅
地
区
）
の
跡
地
利
用

の
方
向
性
を
、「
住
宅
系
の
ま
ち
づ
く
り
」

か
ら
「
沖
縄
の
発
展
を
け
ん
引
す
る
都
市
機

能
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
転
換
し
、
地

権
者
と
共
同
で
跡
地
利
用
に
向
け
た
検
討
の

具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　

　
平
成
26
年
４
月
に
は
、
沖
縄
県
・
宜
野
湾

市
が
、
同
年
６
月
に
沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
・

琉
球
大
学
が
「
国
際
医
療
拠
点
」
形
成
に
向

け
た
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
国
に
要
請
し
、
国
際

医
療
拠
点
の
形
成
を
跡
地
利
用
の
中
心
と
す

る
方
向
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
宜
野
湾
市
に

お
い
て
、
平
成
27
年
７
月
に
沖
縄
医
療
拠
点

（
策
定
当
時
の
名
称
は
国
際
医
療
拠
点
）
の

形
成
を
中
心
と
し
た
跡
地
利
用
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」
は
、
国
際
性
と

離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
、
琉
球
大
学
病
院
及

び
同
大
学
医
学
部
を
移
設
し
、
沖
縄
の
健
康

医
療
体
制
の
中
核
と
な
る
医
療
拠
点
と
し

て
、「
高
度
医
療
・
研
究
機
能
の
拡
充
」、「
地

沖
縄
健
康
医
療
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点
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式
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域
医
療
水
準
の
向
上
」、「
国
際
研
究
交
流
・

医
療
人
材
育
成
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
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は
、
沖
縄
振
興
へ

の
貢
献
や
「
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寿
県
沖
縄
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の
復
活
、
国
際

保
健
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
）
へ
の
貢
献

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
人
口
の
８
割
が
集
中
す
る
県
中

南
部
に
お
け
る
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留

軍
用
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
に
公

表
さ
れ
た
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・

区
域
の
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
、
今
回
ご
紹
介
し
た
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

の
西
普
天
間
住
宅
地
区
等
が
返
還
さ
れ
、
今

後
、
約
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地

の
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
は
、
地
域
に

と
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
利
用
可
能
な
空
間

と
な
り
、
こ
れ
ら
の
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切

な
利
用
は
、
沖
縄
の
将
来
の
発
展
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
跡
地
利
用
に
つ

い
て
主
体
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
、
市
町
村

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
事
業
に
お
け
る
専
門
家
の
派
遣
、
各
種
会

議
の
開
催
等
を
通
じ
て
市
町
村
等
の
実
施
す

る
取
組
を
支
援
し
、
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
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、
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の
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を
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と
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る
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縄
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め
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れ
、
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に
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が
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、
同
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４
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に
は
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が
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縄
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催
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、
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特
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担
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（
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縄
及
び
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は
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、
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長
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当
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等
が
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を
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べ
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た
。
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、
あ
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せ
て
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も
開
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、
多
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の
参
加
者
が
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点
の
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「
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と
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に
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を
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に
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、
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に
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、
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の
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な
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は
、
沖
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の
将
来
の
発
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に
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め
て
重
要
な
課
題
で
す
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
跡
地
利
用
に
つ

い
て
主
体
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
、
市
町
村

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
事
業
に
お
け
る
専
門
家
の
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遣
、
各
種
会
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の
開
催
等
を
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等
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、
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、
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１
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に
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が
開
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、
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に
は
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が
開
学
し
ま
し
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和
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に
は
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健
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、
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内
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特
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担
当
大
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及
び
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担
当
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は
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が
出
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し
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典
で
は
、
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長
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、
伊
東
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閣
府

特
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担
当
大
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等
が
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を
述
べ
ま
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た
。
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た
、
あ
わ
せ
て
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
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の
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加
者
が
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健
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の
門
出

を
祝
い
ま
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琉
球
大
学
が
「
国
際
医
療
拠
点
」
形
成
に
向

け
た
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
国
に
要
請
し
、
国
際

医
療
拠
点
の
形
成
を
跡
地
利
用
の
中
心
と
す

る
方
向
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
宜
野
湾
市
に

お
い
て
、
平
成
27
年
７
月
に
沖
縄
医
療
拠
点

（
策
定
当
時
の
名
称
は
国
際
医
療
拠
点
）
の

形
成
を
中
心
と
し
た
跡
地
利
用
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」
は
、
国
際
性
と

離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
、
琉
球
大
学
病
院
及

び
同
大
学
医
学
部
を
移
設
し
、
沖
縄
の
健
康

医
療
体
制
の
中
核
と
な
る
医
療
拠
点
と
し

て
、「
高
度
医
療
・
研
究
機
能
の
拡
充
」、「
地

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
開
所
式

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
の
沿
革

特  集 Special Feature

琉球大学病院及び
同大学医学部が移転
琉球大学病院及び
同大学医学部が移転
琉球大学病院及び
同大学医学部が移転

キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地に

伊東沖縄担当大臣祝辞

開所式 記念式典開所式 祝賀会

林官房長官祝辞

域
医
療
水
準
の
向
上
」、「
国
際
研
究
交
流
・

医
療
人
材
育
成
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
に
は
、
沖
縄
振
興
へ

の
貢
献
や
「
長
寿
県
沖
縄
」
の
復
活
、
国
際

保
健
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
）
へ
の
貢
献

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
人
口
の
８
割
が
集
中
す
る
県
中

南
部
に
お
け
る
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留

軍
用
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
に
公

表
さ
れ
た
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・

区
域
の
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
、
今
回
ご
紹
介
し
た
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

の
西
普
天
間
住
宅
地
区
等
が
返
還
さ
れ
、
今

後
、
約
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地

の
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
は
、
地
域
に

と
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
利
用
可
能
な
空
間

と
な
り
、
こ
れ
ら
の
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切

な
利
用
は
、
沖
縄
の
将
来
の
発
展
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
跡
地
利
用
に
つ

い
て
主
体
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
、
市
町
村

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
事
業
に
お
け
る
専
門
家
の
派
遣
、
各
種
会

議
の
開
催
等
を
通
じ
て
市
町
村
等
の
実
施
す

る
取
組
を
支
援
し
、
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

（
参
考
）

西
普
天
間
住
宅
に
関
す
る

広
報
誌
（
宜
野
湾
市
Ｈ
Ｐ
）↓  

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
跡
地
利
用
対
策
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
８

　
平
成
27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
（
宜
野
湾

市
）
で
は
、
今
後
の
基
地
跡
地
利
用
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
琉
球
大
学
病
院
及
び
同

大
学
医
学
部
の
移
設
を
中
心
と
す
る
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
令
和
７

年
１
月
に
琉
球
大
学
病
院
が
開
院
、
同
年
４

月
に
は
医
学
部
が
開
学
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
16
日
に
は
沖
縄
健
康
医
療

拠
点
開
所
式
が
開
催
さ
れ
、
林
芳
正
内
閣
官

房
長
官
、
伊
東
良
孝
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
は
じ
め
約
２

２
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
林
官
房
長
官
、
伊
東
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
等
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

は
、
平
成
25
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
「
沖
縄

に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
統
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
駐
留
軍
用
地
の
う

ち
、
他
の
返
還
予
定
地
に
先
駆
け
て
、
平
成

27
年
３
月
に
返
還
さ
れ
た
約
51
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
大
規
模
な
地
区
で
す
。
同
地
区
に
は
、

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
、
沖
縄
に

潜
在
す
る
発
展
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
と
と
も
に
、
今
後
返
還
予
定
の
跡
地
利

用
を
牽
引
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
宜
野
湾
市
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
（
西
普
天
間
住
宅
地
区
）
の
跡
地
利
用

の
方
向
性
を
、「
住
宅
系
の
ま
ち
づ
く
り
」

か
ら
「
沖
縄
の
発
展
を
け
ん
引
す
る
都
市
機

能
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
転
換
し
、
地

権
者
と
共
同
で
跡
地
利
用
に
向
け
た
検
討
の

具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　

　
平
成
26
年
４
月
に
は
、
沖
縄
県
・
宜
野
湾

市
が
、
同
年
６
月
に
沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
・

琉
球
大
学
が
「
国
際
医
療
拠
点
」
形
成
に
向

け
た
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
国
に
要
請
し
、
国
際

医
療
拠
点
の
形
成
を
跡
地
利
用
の
中
心
と
す

る
方
向
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
宜
野
湾
市
に

お
い
て
、
平
成
27
年
７
月
に
沖
縄
医
療
拠
点

（
策
定
当
時
の
名
称
は
国
際
医
療
拠
点
）
の

形
成
を
中
心
と
し
た
跡
地
利
用
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」
は
、
国
際
性
と

離
島
の
特
性
を
踏
ま
え
、
琉
球
大
学
病
院
及

び
同
大
学
医
学
部
を
移
設
し
、
沖
縄
の
健
康

医
療
体
制
の
中
核
と
な
る
医
療
拠
点
と
し

て
、「
高
度
医
療
・
研
究
機
能
の
拡
充
」、「
地

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
け
る

跡
地
利
用
の
取
組

返還前の西普天間住宅地区 現在の西普天間住宅地区跡地
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～法令違反を未然に防止するために～ 
公正取引課の広報・広聴活動！ 

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正な法執行を行う
とともに、違反行為の未然防止の観点から、沖縄県内全域で様々な普及・啓発活動を実施し
ています。今号では、①社会人向け、②学生向けに分けて、令和６年度の各種取組をご紹介し
ます。

　
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
、
景
品
表
示
法
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
定
期
的
に
説
明
会
を
主
催
す

る
ほ
か
、
事
業
者
団
体
・
消
費
者
団
体
等

が
主
催
す
る
説
明
会
、
研
修
会
等
へ
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
下
請
法
の
基
礎
と
し
て
、
下
請
取
引
の

内
容
、
親
事
業
者
の
義
務
及
び
禁
止
行
為

を
説
明
し
ま
し
た
。

　　
昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
は
、
多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
の
業
務
委
託
取
引
に
つ

い
て
、
「
取
引
の
適
正
化
」
「
就
業
環
境

の
整
備
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
発
注
事
業

者
が
守
る
べ
き
義
務
と
禁
止
行
為
を
定
め

た
法
律
で
す
。
施
行
直
前
・
直
後
の
時
期

に
実
施
し
た
説
明
会
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
１
・
２
月
号
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
有
識
者
の
皆
様
と
の
懇
談
の
場

で
も
、
所
管
法
令
の
説
明
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
談
合
の
な
い
沖
縄
を
目
指
し
、
次
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
等
の
発
注
機
関
が
入
札

談
合
行
為
の
確
認
及
び
関
連
情
報
の
収
集

を
よ
り
的
確
に
行
う
た
め
に
入
札
談
合
等

関
与
行
為
防
止
法
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
、
初
学
者
向
け
の
入
門
編
、
受
講
経
験

者
向
け
の
事
例
編
の
２
種
類
の
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

　　
県
教
育
庁
が
主
催
す
る
市
町
村
担
当
者

向
け
研
修
や
市
町
村
実
施
の
階
層
別
研
修

等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
発
注
機
関
と
公
正
取
引
委
員
会
と
の
協

力
体
制
の
整
備
及
び
発
注
機
関
か
ら
の
情

報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
発
注
機
関
と
の
間
で
公
正
な

公
共
入
札
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
意
見
交
換
等
し
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
学
生
に
、
独
占
禁
止
法
を
守
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
経
済
の
仕
組
み
、
消

費
者
の
商
品
選
択
や
事
業
者
間
の
競
争
の
重
要

性
、
経
済
の
基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
独
占
禁
止
法

の
役
割
等
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
で
理
解
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
学
生
、
高
校
生
、
そ
し
て
大
学

生
向
け
に
、
職
員
を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業

に
派
遣
し
、
「
独
占
禁
止
法
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
・
高
校
生
向
け
授
業
で
は
、
講
師
が

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材

や
身
近
な
事
例
な
ど
を
用
い
て
説
明
す
る
ほ

か
、
生
徒
参
加
型
の
競
争
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
、
公
正
取
引
委
員
会
の
立
入
検
査
・
事

情
聴
取
を
生
徒
が
体
験
・
実
演
す
る
寸
劇
を
行

い
ま
す
。

　
講
師
の
説
明
を
た
だ
聴
く
だ
け
で
な
く
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
な
が
ら
、
競
争
の
重
要
性
、

独
占
禁
止
法
の
役
割
等
を
学
習
し
、
公
正
取
引

委
員
会
の
仕
事
を
理
解
で
き
る
授
業
内
容
で

す
。

　
大
学
生
向
け
授
業
で
は
、
競
争
政
策
に
対
す

る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、
独
占
禁
止
法
の

概
要
、
公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
公
正
取
引
課
長
が
実
例
を
交
え
て
市
場
に
お

け
る
競
争
の
必
要
性
を
講
義
し
、
将
来
、
社
会

人
と
し
て
経
済
活
動
に
参
加
す
る
学
生
に
「
企

業
の
社
会
的
責
任
」
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

「どっきん」

「オットリー長官」

事
業
者
向
け 

〜
所
管
法
令
の
説
明
会
〜

発
注
機
関
向
け 

　〜
入
札
談
合
の
未
然
防
止
〜

下
請
法
基
礎
講
習
会

発
注
機
関
に
対
す
る
研
修
会

中
高
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

発
注
機
関
へ
の
講
師
派
遣

公
共
入
札
に
関
す
る
連
絡
担
当
官
会
議

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
説
明
会

社
会
人
向
け
の
取
組

　
　
　〜
各
種
法
令
の
説
明
会
等
〜

学
生
向
け
の
取
組

　〜
公
正
取
引
委
員
会
の
出
前
授
業

　
　
　
　
　「独
占
禁
止
法
教
室
」
〜

仕
事
の窓窓
No.1総務部
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～法令違反を未然に防止するために～ 
公正取引課の広報・広聴活動！ 

　公正取引課では、所管する法令について、違反行為を排除するために厳正な法執行を行う
とともに、違反行為の未然防止の観点から、沖縄県内全域で様々な普及・啓発活動を実施し
ています。今号では、①社会人向け、②学生向けに分けて、令和６年度の各種取組をご紹介し
ます。

　
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
、
景
品
表
示
法
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
定
期
的
に
説
明
会
を
主
催
す

る
ほ
か
、
事
業
者
団
体
・
消
費
者
団
体
等

が
主
催
す
る
説
明
会
、
研
修
会
等
へ
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
下
請
法
の
基
礎
と
し
て
、
下
請
取
引
の

内
容
、
親
事
業
者
の
義
務
及
び
禁
止
行
為

を
説
明
し
ま
し
た
。

　　
昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
は
、
多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
の
業
務
委
託
取
引
に
つ

い
て
、
「
取
引
の
適
正
化
」
「
就
業
環
境

の
整
備
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
発
注
事
業

者
が
守
る
べ
き
義
務
と
禁
止
行
為
を
定
め

た
法
律
で
す
。
施
行
直
前
・
直
後
の
時
期

に
実
施
し
た
説
明
会
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
１
・
２
月
号
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
有
識
者
の
皆
様
と
の
懇
談
の
場

で
も
、
所
管
法
令
の
説
明
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
談
合
の
な
い
沖
縄
を
目
指
し
、
次
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
等
の
発
注
機
関
が
入
札

談
合
行
為
の
確
認
及
び
関
連
情
報
の
収
集

を
よ
り
的
確
に
行
う
た
め
に
入
札
談
合
等

関
与
行
為
防
止
法
研
修
会
を
実
施
し
て
お

り
、
初
学
者
向
け
の
入
門
編
、
受
講
経
験

者
向
け
の
事
例
編
の
２
種
類
の
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

　　
県
教
育
庁
が
主
催
す
る
市
町
村
担
当
者

向
け
研
修
や
市
町
村
実
施
の
階
層
別
研
修

等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
発
注
機
関
と
公
正
取
引
委
員
会
と
の
協

力
体
制
の
整
備
及
び
発
注
機
関
か
ら
の
情

報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
発
注
機
関
と
の
間
で
公
正
な

公
共
入
札
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
意
見
交
換
等
し
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
学
生
に
、
独
占
禁
止
法
を
守
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
経
済
の
仕
組
み
、
消

費
者
の
商
品
選
択
や
事
業
者
間
の
競
争
の
重
要

性
、
経
済
の
基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
独
占
禁
止
法

の
役
割
等
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
で
理
解
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
学
生
、
高
校
生
、
そ
し
て
大
学

生
向
け
に
、
職
員
を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業

に
派
遣
し
、
「
独
占
禁
止
法
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
・
高
校
生
向
け
授
業
で
は
、
講
師
が

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材

や
身
近
な
事
例
な
ど
を
用
い
て
説
明
す
る
ほ

か
、
生
徒
参
加
型
の
競
争
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
、
公
正
取
引
委
員
会
の
立
入
検
査
・
事

情
聴
取
を
生
徒
が
体
験
・
実
演
す
る
寸
劇
を
行

い
ま
す
。

　
講
師
の
説
明
を
た
だ
聴
く
だ
け
で
な
く
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
な
が
ら
、
競
争
の
重
要
性
、

独
占
禁
止
法
の
役
割
等
を
学
習
し
、
公
正
取
引

委
員
会
の
仕
事
を
理
解
で
き
る
授
業
内
容
で

す
。

　
大
学
生
向
け
授
業
で
は
、
競
争
政
策
に
対
す

る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、
独
占
禁
止
法
の

概
要
、
公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
公
正
取
引
課
長
が
実
例
を
交
え
て
市
場
に
お

け
る
競
争
の
必
要
性
を
講
義
し
、
将
来
、
社
会

人
と
し
て
経
済
活
動
に
参
加
す
る
学
生
に
「
企

業
の
社
会
的
責
任
」
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

「どっきん」

「オットリー長官」

事
業
者
向
け 

〜
所
管
法
令
の
説
明
会
〜

発
注
機
関
向
け 

　〜
入
札
談
合
の
未
然
防
止
〜

下
請
法
基
礎
講
習
会

発
注
機
関
に
対
す
る
研
修
会

中
高
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

発
注
機
関
へ
の
講
師
派
遣

公
共
入
札
に
関
す
る
連
絡
担
当
官
会
議

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
説
明
会

社
会
人
向
け
の
取
組

　
　
　〜
各
種
法
令
の
説
明
会
等
〜

学
生
向
け
の
取
組

　〜
公
正
取
引
委
員
会
の
出
前
授
業

　
　
　
　
　「独
占
禁
止
法
教
室
」
〜

仕
事
の窓窓
No.1総務部

～公正取引委員会、内閣府沖縄総合事務局による
株式会社九州シジシーに対する警告について～

公正取引課による調査

　公正取引委員会は、令和７年３月18日、株式会社九州シジシー（以下、「九州シジシー」といいます。）に対し、独占
禁止法第19条（同法第２条第９項第４号（再販売価格の拘束））の規定に違反するおそれがある行為を行っていたこ
とが認められたことから、警告を行いました。

詳しくは▼

警告の概要

　所
属
す
る
事
業
者
団
体
等
と
独
占
禁
止
法
等
を

学
び
、意
見
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
？

▼
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
！

　構
成
員
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、所
要
時
間
、特
に

話
題
に
し
た
い
事
項
等
に
応
じ
て
資
料
を
作
成
し
ま

す
。公
正
取
引
課
職
員
か
ら
説
明
を
行
っ
た
上
で
、意

見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。説
明
の
み
の
実
施
も
可
能

で
す
。

　職
員
研
修
に
入
札
談
合
等
関
与
行
為
防
止
法
研

修
を
取
り
入
れ
ま
せ
ん
か
？

▼
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
内
容
を
ご
用
意
し
ま

す
！　受

講
対
象
者
、所
要
時
間
、職
員
に
特
に
理
解
し

て
ほ
し
い
事
項
等
に
応
じ
て
教
材
作
成
を
行
い
ま
す
。

▼
訪
問
し
て
行
う
対
面
方
式
の
ほ
か
、オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
で
も
開
催
可
能
で
す
！

　授
業
に
独
占
禁
止
法
教
室
を
取
り
入
れ
ま
せ
ん

か
？

 

▼
生
徒
参
加
型
の
競
争
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で

自
ら
考
え
発
表
す
る
こ
と
で
、競
争
の
重
要
性
を
楽

し
く
学
習
で
き
ま
す
。

▼
模
擬
立
入
検
査・事
情
聴
取
を
生
徒
同
士
で
実
演
す

る
こ
と
で
、授
業
内
容
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。

▼
実
務
経
験
豊
富
！
公
正
取
引
課
長
が
講
師
で
す
。

▼
大
学
に
訪
問
し
て
行
う
対
面
方
式
の
ほ
か
、オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
で
も
開
催
可
能
で
す
！

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
公
正
取
引
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
９
（
直
通
）

記者会見の様子 ＣＧＣ商品（右から）
沖縄総合事務局総務部 公正取引課長
公正取引委員会事務総局審査局 
　第五審査 審査専門官
沖縄総合事務局総務部 公正取引課 
　審査専門官（主査）
［場所］沖縄総合事務局庁舎

中
高
生
向
け

大
学
生
向
け

私
た
ち
と
学
び
ま
せ
ん
か

　
〜
派
遣
費
用
・
教
材
費
等
は
無
料
で
す
〜

事
業
者
の
皆
様

発
注
機
関
の
人
事
・
研
修
担
当
者
様

中
・
高
・
大
学
の
先
生
方

仕
事
の窓窓

No.2総務部
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
防
災
に
関
す
る

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
「
沖
縄
防
災
連
絡
会
」
と
「
沖

縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
防
災
対
応

推
進
会
議
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
沖
縄
防
災
連
絡
会
」
は
沖
縄
地
域
に

お
け
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
の
向
上

や
、
関
係
機
関
の
連
携
の
推
進
を
目
的
と

し
て
お
り
、
官
民
合
わ
せ
て
35
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
る
会
議
体
で
す
。

　
会
議
で
は
、
道
路
・
港
湾
・
空
港
・
電

力
・
石
油
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
関
係
及
び
物
流
、
観
光
客
避
難
等
に
関

す
る
11
の
分
野
に
お
い
て
検
討
・
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
防
災
連
絡
会
は
平
成
24
年
度
に
設

立
さ
れ
、
令
和
７
年
２
月
14
日
の
会
議
で

13
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、

従
来
の
地
震
・
津
波
に
加
え
暴
風
・
豪
雨

等
も
検
討
の
対
象
と
で
き
る
よ
う
運
営
要

領
を
改
訂
し
、
暴
風
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
場
合
の
臨
時
会
の
開
催
や
沖
縄
気
象

台
と
の
合
同
記
者
会
見
に
よ
る
県
民
へ
の

警
戒
の
呼
び
か
け
な
ど
の
取
組
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
沖

縄
気
象
台
か
ら
は
運
用
開
始
以
来
初
め
て

発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
を
受

け
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
概
要
及
び
臨
時

情
報
発
表
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

　
「
沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
防

災
対
応
推
進
会
議
」
（
以
下
、
防
災
対
応

推
進
会
議
）
は
各
分
野
の
有
識
者
で
あ
る

13
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
沖
縄
防
災
連

絡
会
で
の
検
討
内
容
や
取
組
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
助
言
等
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
防

災
対
応
推
進
会
議
で
は
、
沖
縄
防
災
連
絡

会
等
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
被
災
し
た
離

島
へ
の
物
資
輸
送
や
応
急
給
水
に
関
す
る

助
言
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

　
防
災
対
応
推
進
会
議
で
指
摘
・
助
言
が

あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
沖
縄
防
災
連
絡
会
の

中
で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
地

域
の
防
災
対
応
力
の
向
上
・
強
化
の
た
め

に
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引

き
続
き
各
種
対
策
・
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
防
災
・
危
機
管
理
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
１
１
５

～沖縄総合事務局の防災会議～

沖縄の防災力強化を推進する
取組について

沖
縄
防
災
連
絡
会

沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る

防
災
対
応
推
進
会
議

今
後
の
防
災
関
係
会
議
で
の

取
組
に
つ
い
て

第 13回沖縄防災連絡会

会議を進行する安里議長 担当者から報告を受け意見を述べる委員

仕
事
の窓窓

No.3総務部

財務部　統括国有財産管理官
TEL（098）866－0097

沖縄本島及び離島地域
（宮古・八重山地域を除く） 

宮古財務出張所
TEL（0980）72－4774

宮古地域

八重山財務出張所
TEL（0980）82－4941

八重山地域

旧法定外公共物の例

（旧里道） （旧水路）

身近な国有財産
～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

　旧法定外公共物とは、かつて里道や水路等であったものが、機能を失い、公共的な用途に使われていないもの
をいい、国（沖縄県では沖縄総合事務局財務部）が管理することになっています。旧里道や旧水路が、現に住宅
敷地等として使用されている場合には使用者に対して売却を行っています。

　旧法定外公共物の境界確定または購入手続きを検討されている方は、財務部ホームページ（右記
の二次元コード）をご覧いただくか、下記までお気軽にお問い合わせ下さい。

※現在でも里道·水路としての機能を有しているものについては、国から譲与のうえ市町村が所有する土地と
　なっています。

仕
事
の窓窓

No.4財務部
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
防
災
に
関
す
る

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
「
沖
縄
防
災
連
絡
会
」
と
「
沖

縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
防
災
対
応

推
進
会
議
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
沖
縄
防
災
連
絡
会
」
は
沖
縄
地
域
に

お
け
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
の
向
上

や
、
関
係
機
関
の
連
携
の
推
進
を
目
的
と

し
て
お
り
、
官
民
合
わ
せ
て
35
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
る
会
議
体
で
す
。

　
会
議
で
は
、
道
路
・
港
湾
・
空
港
・
電

力
・
石
油
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
関
係
及
び
物
流
、
観
光
客
避
難
等
に
関

す
る
11
の
分
野
に
お
い
て
検
討
・
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
防
災
連
絡
会
は
平
成
24
年
度
に
設

立
さ
れ
、
令
和
７
年
２
月
14
日
の
会
議
で

13
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、

従
来
の
地
震
・
津
波
に
加
え
暴
風
・
豪
雨

等
も
検
討
の
対
象
と
で
き
る
よ
う
運
営
要

領
を
改
訂
し
、
暴
風
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
場
合
の
臨
時
会
の
開
催
や
沖
縄
気
象

台
と
の
合
同
記
者
会
見
に
よ
る
県
民
へ
の

警
戒
の
呼
び
か
け
な
ど
の
取
組
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
沖

縄
気
象
台
か
ら
は
運
用
開
始
以
来
初
め
て

発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
を
受

け
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
概
要
及
び
臨
時

情
報
発
表
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

　
「
沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
防

災
対
応
推
進
会
議
」
（
以
下
、
防
災
対
応

推
進
会
議
）
は
各
分
野
の
有
識
者
で
あ
る

13
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
沖
縄
防
災
連

絡
会
で
の
検
討
内
容
や
取
組
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
助
言
等
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
防

災
対
応
推
進
会
議
で
は
、
沖
縄
防
災
連
絡

会
等
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
被
災
し
た
離

島
へ
の
物
資
輸
送
や
応
急
給
水
に
関
す
る

助
言
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

　
防
災
対
応
推
進
会
議
で
指
摘
・
助
言
が

あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
沖
縄
防
災
連
絡
会
の

中
で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
地

域
の
防
災
対
応
力
の
向
上
・
強
化
の
た
め

に
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引

き
続
き
各
種
対
策
・
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
防
災
・
危
機
管
理
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
１
１
５

～沖縄総合事務局の防災会議～

沖縄の防災力強化を推進する
取組について

沖
縄
防
災
連
絡
会

沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る

防
災
対
応
推
進
会
議

今
後
の
防
災
関
係
会
議
で
の

取
組
に
つ
い
て

第 13回沖縄防災連絡会

会議を進行する安里議長 担当者から報告を受け意見を述べる委員

仕
事
の窓窓

No.3総務部

財務部　統括国有財産管理官
TEL（098）866－0097

沖縄本島及び離島地域
（宮古・八重山地域を除く） 

宮古財務出張所
TEL（0980）72－4774

宮古地域

八重山財務出張所
TEL（0980）82－4941

八重山地域

旧法定外公共物の例

（旧里道） （旧水路）

身近な国有財産
～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

　旧法定外公共物とは、かつて里道や水路等であったものが、機能を失い、公共的な用途に使われていないもの
をいい、国（沖縄県では沖縄総合事務局財務部）が管理することになっています。旧里道や旧水路が、現に住宅
敷地等として使用されている場合には使用者に対して売却を行っています。

　旧法定外公共物の境界確定または購入手続きを検討されている方は、財務部ホームページ（右記
の二次元コード）をご覧いただくか、下記までお気軽にお問い合わせ下さい。

※現在でも里道·水路としての機能を有しているものについては、国から譲与のうえ市町村が所有する土地と
　なっています。

仕
事
の窓窓

No.4財務部
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【下水処理場からの汚泥原料】

【生産された汚泥肥料】

【原料となる鶏糞】

【彼岸向け菊収穫作業中の野原氏】

【スプレー菊】

身近な原料を使った
肥料の利用拡大に向けて

　
沖
縄
総
合
事
務
局
消
費
・
安
全
課
で
は

肥
料
生
産
事
業
者
を
訪
問
し
、
肥
料
の
生

産
・
流
通
状
況
の
聞
き
取
り
、
意
見
交
換

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
作
物
の
栽
培
に
利
用
さ
れ
る
肥
料
に

は
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
化
学

合
成
肥
料
の
主
な
原
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、

海
外
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
内
で
調
達
で
き

る
未
利
用
資
源
を
有
効
活
用
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
お
り
、
特
に
身
近
な
原
料
と
し

て
、
浄
水
化
工
程
で
発
生
す
る
汚
泥
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
汚
泥
を
主
な
原
料
と
し
た
肥
料

を
生
産
し
て
い
る
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合

北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
伊
波
工
場
長
と
当

セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
た
肥
料
を
使
用
し
て

花
き
（
菊
）
を
栽
培
し
て
い
る
野
原
氏
に

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　
北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
伊
波
工
場
長
に
よ

る
と
「
北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
平
成
25
〜

27
年
度
に
か
け
て
名
護
市
の
沖
縄
振
興
特

別
推
進
市
町
村
交
付
金
を
利
用
し
て
整
備

さ
れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
沖
縄
県
農
業
協

同
組
合
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
主
に
汚
泥
と
鶏
糞
、
木
質
チ
ッ
プ
を
原

料
と
す
る
汚
泥
肥
料
と
鶏
糞
や
豚
糞
を
主

な
原
料
と
す
る
特
殊
肥
料
（
堆
肥
）
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　
汚
泥
肥
料
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
食
肉

処
理
施
設
で
生
じ
る
汚
泥
約
２
千
ト
ン
／

年
を
原
料
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
の
他
の

原
料
と
混
合
し
、
発
酵
処
理
工
程
を
経

て
、
約
２
か
月
で
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
さ
れ
た
汚
泥
肥
料
は
主
に
ウ
コ
ン

や
菊
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
生
産
農
家
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
安
価
な
汚
泥
肥

料
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
口
コ
ミ
で
利

用
農
家
も
広
が
っ
て
お
り
、
環
境
に
優
し

い
肥
料
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
名
護
市
内
で
花
き
栽
培
を
営
ん
で
い
る

野
原
氏
に
汚
泥
肥
料
を
利
用
し
た
感
想
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
花
き
生
産

を
始
め
て
か
ら
約
45
年
に
な
り
ま
す
が
、

汚
泥
肥
料
は
土
壌
改
良
を
目
的
に
約
４
年

前
か
ら
菊
の
定
植
前
に
基
肥
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
汚
泥
肥
料
や
堆
肥
は
化
学
肥
料
に
比
べ

て
長
期
に
わ
た
っ
て
土
壌
に
効
果
が
あ

り
、
土
作
り
に
適
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
期
は
、
昨
年
11
月
の
沖
縄
本
島
北
部

豪
雨
に
よ
り
、
ス
プ
レ
ー
菊
を
定
植
し
た

ば
か
り
の
ほ
場
約
20
ア
ー
ル
が
冠
水
し
ま

し
た
が
、
幸
い
生
育
へ
の
影
響
は
少
な

く
、
今
年
３
月
の
彼
岸
用
と
し
て
、
出
荷

し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
局
で
は
、
「
汚
泥
肥
料
」
に
対
す
る

農
業
者
や
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、
未

利
用
資
源
の
地
域
へ
の
循
環
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
引
き
続
き
理
解
の
促
進
に
向
け
て
情

報
の
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

か   

か

北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

実
際
に
汚
泥
肥
料
を
利
用
し
て
い
る

菊
生
産
農
家
の
意
見

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

「令和６年度農業農村整備事業
 優良工事等における表彰式」を

開催しました！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
７
年

２
月
26
日
に
、「
令
和
６
年
度
農
業
農

村
整
備
事
業
優
良
工
事
等
に
お
け
る
表

彰
式
」
を
開
催
し
、
三
浦
局
長
が
受
賞

者
に
対
し
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
当
局
が
発
注
し
た
農
業

農
村
整
備
事
業
の
工
事
及
び
調
査
・
測

量
・
設
計
業
務
の
う
ち
、
そ
の
成
果
が

優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
取
組
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
広
く
事

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
設

計
・
施
工
技
術
の
向
上
、
地
域
貢
献
活

動
へ
の
積
極
的
な
取
組
等
に
つ
い
て
受

注
者
の
意
欲
の
高
揚
を
図
り
、
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
平
成
19
年
以
降
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
農
林
水
産
大

臣
表
彰
、
農
村
振
興
局
長
表
彰
が
再
開

さ
れ
、
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
も
含

め
、
全
国
的
に
過
年
度
よ
り
も
多
く
の

受
賞
者
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
農
業
農
村
整
備
事
業
に
携
わ
る
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
受
賞
者
の

取
組
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
当
局

管
内
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
工
事
・

業
務
の
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
村
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
２

沖縄総合事務局長表彰（業務）
(有 ) 地建
写真：孔内カメラによる孔内確認

沖縄総合事務局長表彰（地域貢献）
南成開発 (株 )
写真：貢献活動の植付用パイン苗採取作業

農村振興局長表彰
NTCコンサルタンツ (株 )
写真：多良間地区での取水試験

沖縄総合事務局長表彰（工事）
 ( 株 ) 海邦土木
写真：業者提案による地耐力の確認現場

優良工事等表彰者及び受賞者の全体写真

▼

令和６年度 農業農村整備事業
　優良工事等表彰受賞者　一覧

農村振興局長表彰を受賞した
NTCコンサルタンツ (株 )
代表取締役社長　
大村氏からの謝辞

※ 受賞対象工事等概要
及び表彰理由の詳細
については、沖縄総
合事務局ＨＰに掲載
しています。

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

受賞区分

農村振興局長表彰

受賞部門
受賞者名

対象工事等名

優良業務

優良工事

優良業務

地域貢献活動

沖縄総合事務局長表彰

NTCコンサルタンツ（株）　九州支社

(株 ) 海邦土木

令和５年度
多良間地区地下水長期取水試験他業務

令和４年度　石垣島農業水利事業
大浦揚水機場管理用道路他工事
(有 ) 地建
令和５年度　宮古伊良部農業水利事業
保良地下ダム地質調査業務
南西開発 (株 )
令和４年度　石垣島農業水利事業
石垣９号幹線水路減圧施設他改修工事
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【下水処理場からの汚泥原料】

【生産された汚泥肥料】

【原料となる鶏糞】

【彼岸向け菊収穫作業中の野原氏】

【スプレー菊】

身近な原料を使った
肥料の利用拡大に向けて

　
沖
縄
総
合
事
務
局
消
費
・
安
全
課
で
は

肥
料
生
産
事
業
者
を
訪
問
し
、
肥
料
の
生

産
・
流
通
状
況
の
聞
き
取
り
、
意
見
交
換

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
作
物
の
栽
培
に
利
用
さ
れ
る
肥
料
に

は
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
化
学

合
成
肥
料
の
主
な
原
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、

海
外
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
内
で
調
達
で
き

る
未
利
用
資
源
を
有
効
活
用
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
お
り
、
特
に
身
近
な
原
料
と
し

て
、
浄
水
化
工
程
で
発
生
す
る
汚
泥
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
汚
泥
を
主
な
原
料
と
し
た
肥
料

を
生
産
し
て
い
る
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合

北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
伊
波
工
場
長
と
当

セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
た
肥
料
を
使
用
し
て

花
き
（
菊
）
を
栽
培
し
て
い
る
野
原
氏
に

話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　
北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
伊
波
工
場
長
に
よ

る
と
「
北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
平
成
25
〜

27
年
度
に
か
け
て
名
護
市
の
沖
縄
振
興
特

別
推
進
市
町
村
交
付
金
を
利
用
し
て
整
備

さ
れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
沖
縄
県
農
業
協

同
組
合
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
主
に
汚
泥
と
鶏
糞
、
木
質
チ
ッ
プ
を
原

料
と
す
る
汚
泥
肥
料
と
鶏
糞
や
豚
糞
を
主

な
原
料
と
す
る
特
殊
肥
料
（
堆
肥
）
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　
汚
泥
肥
料
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
食
肉

処
理
施
設
で
生
じ
る
汚
泥
約
２
千
ト
ン
／

年
を
原
料
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
の
他
の

原
料
と
混
合
し
、
発
酵
処
理
工
程
を
経

て
、
約
２
か
月
で
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
さ
れ
た
汚
泥
肥
料
は
主
に
ウ
コ
ン

や
菊
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
生
産
農
家
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
安
価
な
汚
泥
肥

料
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
口
コ
ミ
で
利

用
農
家
も
広
が
っ
て
お
り
、
環
境
に
優
し

い
肥
料
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
名
護
市
内
で
花
き
栽
培
を
営
ん
で
い
る

野
原
氏
に
汚
泥
肥
料
を
利
用
し
た
感
想
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
花
き
生
産

を
始
め
て
か
ら
約
45
年
に
な
り
ま
す
が
、

汚
泥
肥
料
は
土
壌
改
良
を
目
的
に
約
４
年

前
か
ら
菊
の
定
植
前
に
基
肥
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
汚
泥
肥
料
や
堆
肥
は
化
学
肥
料
に
比
べ

て
長
期
に
わ
た
っ
て
土
壌
に
効
果
が
あ

り
、
土
作
り
に
適
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
期
は
、
昨
年
11
月
の
沖
縄
本
島
北
部

豪
雨
に
よ
り
、
ス
プ
レ
ー
菊
を
定
植
し
た

ば
か
り
の
ほ
場
約
20
ア
ー
ル
が
冠
水
し
ま

し
た
が
、
幸
い
生
育
へ
の
影
響
は
少
な

く
、
今
年
３
月
の
彼
岸
用
と
し
て
、
出
荷

し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
局
で
は
、
「
汚
泥
肥
料
」
に
対
す
る

農
業
者
や
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、
未

利
用
資
源
の
地
域
へ
の
循
環
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
引
き
続
き
理
解
の
促
進
に
向
け
て
情

報
の
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

か   

か

北
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

実
際
に
汚
泥
肥
料
を
利
用
し
て
い
る

菊
生
産
農
家
の
意
見

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

「令和６年度農業農村整備事業
 優良工事等における表彰式」を

開催しました！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
７
年

２
月
26
日
に
、「
令
和
６
年
度
農
業
農

村
整
備
事
業
優
良
工
事
等
に
お
け
る
表

彰
式
」
を
開
催
し
、
三
浦
局
長
が
受
賞

者
に
対
し
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
当
局
が
発
注
し
た
農
業

農
村
整
備
事
業
の
工
事
及
び
調
査
・
測

量
・
設
計
業
務
の
う
ち
、
そ
の
成
果
が

優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
取
組
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
広
く
事

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
設

計
・
施
工
技
術
の
向
上
、
地
域
貢
献
活

動
へ
の
積
極
的
な
取
組
等
に
つ
い
て
受

注
者
の
意
欲
の
高
揚
を
図
り
、
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
平
成
19
年
以
降
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
農
林
水
産
大

臣
表
彰
、
農
村
振
興
局
長
表
彰
が
再
開

さ
れ
、
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
も
含

め
、
全
国
的
に
過
年
度
よ
り
も
多
く
の

受
賞
者
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
農
業
農
村
整
備
事
業
に
携
わ
る
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
受
賞
者
の

取
組
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
当
局

管
内
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
工
事
・

業
務
の
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
村
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
２

沖縄総合事務局長表彰（業務）
(有 ) 地建
写真：孔内カメラによる孔内確認

沖縄総合事務局長表彰（地域貢献）
南成開発 (株 )
写真：貢献活動の植付用パイン苗採取作業

農村振興局長表彰
NTCコンサルタンツ (株 )
写真：多良間地区での取水試験

沖縄総合事務局長表彰（工事）
 ( 株 ) 海邦土木
写真：業者提案による地耐力の確認現場

優良工事等表彰者及び受賞者の全体写真

▼

令和６年度 農業農村整備事業
　優良工事等表彰受賞者　一覧

農村振興局長表彰を受賞した
NTCコンサルタンツ (株 )
代表取締役社長　
大村氏からの謝辞

※ 受賞対象工事等概要
及び表彰理由の詳細
については、沖縄総
合事務局ＨＰに掲載
しています。

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

受賞区分

農村振興局長表彰

受賞部門
受賞者名

対象工事等名

優良業務

優良工事

優良業務

地域貢献活動

沖縄総合事務局長表彰

NTCコンサルタンツ（株）　九州支社

(株 ) 海邦土木

令和５年度
多良間地区地下水長期取水試験他業務

令和４年度　石垣島農業水利事業
大浦揚水機場管理用道路他工事
(有 ) 地建
令和５年度　宮古伊良部農業水利事業
保良地下ダム地質調査業務
南西開発 (株 )
令和４年度　石垣島農業水利事業
石垣９号幹線水路減圧施設他改修工事
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ご存知ですか？
お米の表示、産地情報の

伝達について

　スーパーなどで販売されている袋詰のお米には、消費者の皆様が購入に当たって参考にできるように、一括表
示欄にお米に関する情報が記載されています。また、レストラン、食堂などで提供される米飯については、お米
の産地情報を知ることができます。これらお米に関する①表示、②産地情報の伝達について、ご説明します。

　袋詰めされた玄米・精米は、食品表示法で定められた基準により①名称、②原料玄米、③内容量、④精米時
期、⑤食品関連業者の氏名又は名称、住所及び電話番号を表示することとなっています。
　このうち、産地、品種及び産年が同一であり、かつ、その根拠を示す資料を保存している原料玄米について
は、「単一原料米」と表示され、その産地、品種及び産年が併記されます。
　産地については、国産品にあっては都道府県名、市町村名その他一般に知られている地名、輸入品にあっては
原産国名又は一般に知られている地名が表示されています。

　また、上記に該当しない原料玄米については、「複数原料米」等原料玄米の産地、品種及び産年が同一でない
旨が表示され、その産地及び使用割合が併記されています。その場合、産地ごとの使用割合が高い順位に表示が
されます。

精米は「精米時期」、玄米は「調製時期」

が表示されている。また輸入品でこれが

不明なものは「輸入時期」が表示されて

いる。

混合されたものは、これらのうち最も古

い時期が表示されている。

食品関連事業者のうち、表示内容に責

任を有する者が表示されている。

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

スーパーなどで販売されているお米の表示1

　米トレーサビリティ制度（米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律）により、お米、
米加工品に問題が発生した場合などに、流通ルートを速やかに特定するため、米穀等の取引等の記録を作成・保
存すること、産地情報を取引先や一般消費者に伝達することが義務付けられております。このため、外食店（レ
ストラン、食堂など）では、一般消費者に米飯類の産地情報を伝達する必要があります。伝達手段は、「店内に産
地情報を掲示」、「メニューに産地情報を記載」、「店内に産地を知ることができる方法を掲示」があります。産地
が国内の場合には「国内産」や「国産」で、産地が外国の場合はその国名で記載します。産地が国内の場合には
都道府県名、市町村名や一般的に知られた地名でも構いません。また、産地が外国産の場合、国名を省略して州
名等のみで記載を行うことはできません。

　消費者の皆様も、スーパーなどで袋詰のお米を購入する際に表示をご確認ください。また、レストランなどで
米飯をご注文の際は産地情報をご確認ください。
　沖縄総合事務局消費・安全課では、お米の表示に関する情報のほか、食に関する情報を消費者の皆様に引き続
き情報提供してまいります。

農林水産部　消費・安全課　☎０９８ ― ８６６―１６７２
お問合せ先

レストラン、食堂などで提供される米飯の産地情報2
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　農林水産省ではみどりの食料システム戦略の実現に向けて、将来を担う若い
世代の環境に配慮した取組を促すため、2050年に我が国を担う中核世代であ
る高校生・大学生等が実践した同戦略に基づく優れた活動を表彰する「第１回
みどり戦略学生チャレンジ」を令和６年度に沖縄を含む全国９ブロックで開催
しました。

▲大臣官房長賞を受賞した沖縄県立中部農林高等学校

▲最優秀賞を受賞した沖縄県立美里高等学校

受賞記念撮影

最優秀賞を受賞した
琉球大学の河西氏による取組発表

学生間や学生と当局職員との間での
意見交換の様子

▲農林水産大臣賞を受賞した沖縄工業高等専門学校

「第１回みどり戦略学生チャレンジ
沖縄ブロック大会」の

表彰式等を開催しました！

　
当
局
管
内
か
ら
は
全
11
校
25
組
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
：
２
校
５
組
、
高
校

の
部
：
９
校
20
組
）
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
審
査
で
上
位
の
３
組
が
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
２
月
８
日

に
農
林
水
産
省
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

で
は
、
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
が
ド
ロ
ー
ン
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
デ
ー
タ
と
発
酵
技
術
で
有
機
農

業
の
体
系
化
を
目
指
す
取
組
で
高
く
評
価

さ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
沖
縄
県
立
中
部
農
林
高
等
学
校
（
高

校
の
部
）
も
県
産
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

冷
凍
保
存
技
術
に
関
す
る
取
組
が
評
価
さ

れ
大
臣
官
房
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

　
令
和
７
年
３
月
９
日
に
は
、
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
の
表
彰
式
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
表
彰
式
に
は
、
全
国
大
会
出
場
校

３
校
を
含
む
８
校
９
組
（
大
学
等
の
部
：

２
校
３
組
、
高
校
の
部
：
６
校
６
組
）
が

参
加
し
、
琉
球
大
学
の
河
西
寛
太
氏
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
と
沖
縄
県
立
美
里

高
等
学
校
（
高
校
の
部
）
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ど
り
戦
略
に

沿
っ
た
優
れ
た
取
組
を
行
っ
た
そ
の
他
の

学
校
に
対
し
て
も
優
秀
賞
か
ら
み
ど
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
ま
で
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
開
催
し
た
交
流
会
で
は
、

各
校
の
取
組
内
容
等
に
対
し
て
学
生
間
や

学
生
と
当
局
職
員
と
の
間
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

○みどり戦略学生チャレンジへの参加登録数（令和６年５月時点） ○沖縄ブロック大会における受賞校等

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
国
大
会

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部

土
産
や
個
人
消
費
用
の
海
外
の
食
肉
製
品

の
ほ
と
ん
ど
は
、
検
査
証
明
書
（※

）
の

取
得
が
難
し
く
、
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
入
国
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※

検
査
証
明
書
と
は
、
家
畜
の
病
気
を
広
げ
る

お
そ
れ
の
な
い
こ
と
を
記
載
し
た
、
輸
出
国
の

政
府
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

　
近
年
、
近
隣
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
、
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に

感
染
す
る
致
死
率
の
高
い
伝
染
病
で
す
。

こ
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
が
国
内
に
侵
入
し
た

場
合
、
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
深
刻
な
悪

影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
動
物
検
疫
所
が
検
疫
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
要
因
と
し
て
は
、
特
に
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
が
極
め
て
大
き
い
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沖

縄
県
で
は
、
令
和
６
年
12
月
に
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た

防
疫
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
疫
演
習

で
は
、
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
動
物

衛
生
課
や
沖
縄
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
、

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
畜

産
研
究
部
門
の
担
当
者
か
ら
、
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
現
状
や
対
策
、
最
新
情
報
に
つ
い

て
の
説
明
後
、
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
指

導
の
も
と
、
市
町
村
職
員
な
ど
が
防
護
服

を
着
用
し
、
消
毒
や
埋
置
、
搬
出
の
作
業

な
ど
の
実
演
・
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
フ
リ
カ
豚
熱
な
ど
家
畜
伝
染
病
の
侵

入
防
止
の
た
め
、
国
内
外
か
ら
旅
客
が
到

着
す
る
空
海
港
で
の
靴
底
消
毒
マ
ッ
ト
設

置
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

い
け
ば
よ
い
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
全
３
回
で
多
様
な
業
種
か
ら
延
べ
１
０
０

名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
引
き
続
き
輸
出
拡

大
に
向
け
た
情
報
発
信
や
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
商
務
通
商
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
１

　
経
済
産
業
部
で
は
、
委
託
事
業
に
よ
り

県
内
小
売
店
等
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
か
ら
身

近
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
購
入
傾
向

や
、
海
外
商
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
海
外

ニ
ー
ズ
情
報
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
分
析
を
行
い
、
そ
し
て
沖
縄
県
産
品
・

沖
縄
県
内
企
業
側
の
課
題
を
抽
出
し
、
そ

の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
県
産

品
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
繋
げ
る
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
沖
縄
県
内
企
業
の
皆
さ

ま
に
広
く
共
有
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

や
輸
出
の
拡
大
に
取
り
組
む
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
令
和
７
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
、
全
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、
生
産
者
・
製
造
事
業
者
向

け
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
消

費
ト
レ
ン
ド
・
売
れ
筋
の
ジ
ャ
ン
ル
等
を

解
説
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
卸
・
商
社
向
け
と
し
て
、

20
社
以
上
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
得
た
ニ
ー
ズ
等
を
解
説
し
ま
し

た
。

　
第
３
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
の
総
合
編
と
し
て
、
海
外
輸
出

に
関
わ
る
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
声
、
海
外
の

消
費
者
の
趣
向
の
理
解
な
ど
、
海
外
展
開

に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
に
よ
る

ア
フ
リ
カ
豚
熱
侵
入
に
備
え
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と

輸
出
拡
大
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

埋置作業の様子

搬出作業の様子

セミナーの様子（萌す様）

セミナーの様子（Vpon JAPAN様）

仕
事
の窓窓

No.9農林水産部

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部
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　農林水産省ではみどりの食料システム戦略の実現に向けて、将来を担う若い
世代の環境に配慮した取組を促すため、2050年に我が国を担う中核世代であ
る高校生・大学生等が実践した同戦略に基づく優れた活動を表彰する「第１回
みどり戦略学生チャレンジ」を令和６年度に沖縄を含む全国９ブロックで開催
しました。

▲大臣官房長賞を受賞した沖縄県立中部農林高等学校

▲最優秀賞を受賞した沖縄県立美里高等学校

受賞記念撮影

最優秀賞を受賞した
琉球大学の河西氏による取組発表

学生間や学生と当局職員との間での
意見交換の様子

▲農林水産大臣賞を受賞した沖縄工業高等専門学校

「第１回みどり戦略学生チャレンジ
沖縄ブロック大会」の

表彰式等を開催しました！

　
当
局
管
内
か
ら
は
全
11
校
25
組
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
：
２
校
５
組
、
高
校

の
部
：
９
校
20
組
）
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
審
査
で
上
位
の
３
組
が
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
２
月
８
日

に
農
林
水
産
省
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

で
は
、
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
が
ド
ロ
ー
ン
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
デ
ー
タ
と
発
酵
技
術
で
有
機
農

業
の
体
系
化
を
目
指
す
取
組
で
高
く
評
価

さ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
沖
縄
県
立
中
部
農
林
高
等
学
校
（
高

校
の
部
）
も
県
産
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

冷
凍
保
存
技
術
に
関
す
る
取
組
が
評
価
さ

れ
大
臣
官
房
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

　
令
和
７
年
３
月
９
日
に
は
、
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
の
表
彰
式
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
表
彰
式
に
は
、
全
国
大
会
出
場
校

３
校
を
含
む
８
校
９
組
（
大
学
等
の
部
：

２
校
３
組
、
高
校
の
部
：
６
校
６
組
）
が

参
加
し
、
琉
球
大
学
の
河
西
寛
太
氏
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
と
沖
縄
県
立
美
里

高
等
学
校
（
高
校
の
部
）
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ど
り
戦
略
に

沿
っ
た
優
れ
た
取
組
を
行
っ
た
そ
の
他
の

学
校
に
対
し
て
も
優
秀
賞
か
ら
み
ど
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
ま
で
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
開
催
し
た
交
流
会
で
は
、

各
校
の
取
組
内
容
等
に
対
し
て
学
生
間
や

学
生
と
当
局
職
員
と
の
間
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

○みどり戦略学生チャレンジへの参加登録数（令和６年５月時点） ○沖縄ブロック大会における受賞校等

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
国
大
会

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部

土
産
や
個
人
消
費
用
の
海
外
の
食
肉
製
品

の
ほ
と
ん
ど
は
、
検
査
証
明
書
（※

）
の

取
得
が
難
し
く
、
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
入
国
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
検
査
証
明
書
と
は
、
家
畜
の
病
気
を
広
げ
る

お
そ
れ
の
な
い
こ
と
を
記
載
し
た
、
輸
出
国
の

政
府
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

　
近
年
、
近
隣
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
、
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に

感
染
す
る
致
死
率
の
高
い
伝
染
病
で
す
。

こ
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
が
国
内
に
侵
入
し
た

場
合
、
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
深
刻
な
悪

影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
動
物
検
疫
所
が
検
疫
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
要
因
と
し
て
は
、
特
に
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
が
極
め
て
大
き
い
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沖

縄
県
で
は
、
令
和
６
年
12
月
に
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た

防
疫
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
疫
演
習

で
は
、
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
動
物

衛
生
課
や
沖
縄
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
、

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
畜

産
研
究
部
門
の
担
当
者
か
ら
、
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
現
状
や
対
策
、
最
新
情
報
に
つ
い

て
の
説
明
後
、
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
指

導
の
も
と
、
市
町
村
職
員
な
ど
が
防
護
服

を
着
用
し
、
消
毒
や
埋
置
、
搬
出
の
作
業

な
ど
の
実
演
・
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
フ
リ
カ
豚
熱
な
ど
家
畜
伝
染
病
の
侵

入
防
止
の
た
め
、
国
内
外
か
ら
旅
客
が
到

着
す
る
空
海
港
で
の
靴
底
消
毒
マ
ッ
ト
設

置
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

い
け
ば
よ
い
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
全
３
回
で
多
様
な
業
種
か
ら
延
べ
１
０
０

名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
引
き
続
き
輸
出
拡

大
に
向
け
た
情
報
発
信
や
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
商
務
通
商
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
１

　
経
済
産
業
部
で
は
、
委
託
事
業
に
よ
り

県
内
小
売
店
等
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
か
ら
身

近
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
購
入
傾
向

や
、
海
外
商
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
海
外

ニ
ー
ズ
情
報
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
分
析
を
行
い
、
そ
し
て
沖
縄
県
産
品
・

沖
縄
県
内
企
業
側
の
課
題
を
抽
出
し
、
そ

の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
県
産

品
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
繋
げ
る
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
沖
縄
県
内
企
業
の
皆
さ

ま
に
広
く
共
有
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

や
輸
出
の
拡
大
に
取
り
組
む
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
令
和
７
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
、
全
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、
生
産
者
・
製
造
事
業
者
向

け
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
消

費
ト
レ
ン
ド
・
売
れ
筋
の
ジ
ャ
ン
ル
等
を

解
説
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
卸
・
商
社
向
け
と
し
て
、

20
社
以
上
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
得
た
ニ
ー
ズ
等
を
解
説
し
ま
し

た
。

　
第
３
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
の
総
合
編
と
し
て
、
海
外
輸
出

に
関
わ
る
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
声
、
海
外
の

消
費
者
の
趣
向
の
理
解
な
ど
、
海
外
展
開

に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
に
よ
る

ア
フ
リ
カ
豚
熱
侵
入
に
備
え
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と

輸
出
拡
大
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

埋置作業の様子

搬出作業の様子

セミナーの様子（萌す様）

セミナーの様子（Vpon JAPAN様）

仕
事
の窓窓

No.9農林水産部

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部
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～コロナ禍後の二極化が進む今、
求められる経営改善と事業再生～

県内支援機関・金融機関から約 80名が参加

名城社長の講演の様子

トークセッションの様子

中小企業活性化フォーラム

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県
内
企
業
の

経
営
改
善
・
事
業
再
生
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
金
融
調
整
機

能
を
有
し
公
正
中
立
な
実
施
機
関
と
し
て

「
沖
縄
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
」(

以

下
、
活
性
協)

を
設
置
し
、
支
援
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
現
状
の
沖
縄
経
済
は
、
観
光

産
業
の
活
況
を
背
景
に
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ

る
企
業
と
、
収
益
確
保
に
苦
し
む
企
業
の

二
極
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
過
剰
債
務
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
・
原
材
料
高
騰
、
人
手
不
足
に
苦
し

む
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
改
善
・

事
業
再
生
の
早
期
着
手
と
、
支
援
機
関
連

携
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援

機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
改
善
・
事

業
再
生
が
必
要
な
企
業
の
早
期
発
見
を
促

す
べ
く
、
令
和
７
年
２
月
４
日
、
中
小
企

業
振
興
会
館
に
お
い
て
、
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
だ
企
業
の
実
例
を
通
じ
て
、
企
業

の
実
情
に
応
じ
た
経
営
改
善
・
事
業
再
生

支
援
の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
中
小
企
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
金

融
課
の
平
田
大
真
係
長
に
よ
る
中
小
企
業

庁
の
取
組
や
、(

独)

中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
中
小
企
業
活
性
化
全
国
本
部
の
松
田

正
義
統
括
事
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
中
小
企
業
の
収
益
力
改

善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
推
進

す
る
活
性
協
の
取
組
や
、
再
生
支
援
に
取

り
組
む
上
で
重
要
な
マ
イ
ン
ド
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
活
性

協
を
活
用
し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
だ

(

有)

ニ
ュ
ー
ラ
ッ
キ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
代
表

取
締
役
社
長
の

名
城
道
永
様
よ

り
、
活
性
協
の

サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
に
至
っ
た

背
景
や
立
て
直

し
の
経
緯
な
ど
、

経
営
改
善
に
向

け
た
取
組
に
つ

い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
活

性
協
の
内
間
春
菜
統
括
責
任
者
補
佐
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
沖
縄
県
信
用
保

証
協
会
経
営
支
援
部
の
山
川
蔵
経
営
支
援

課
長
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
事
業
環

境
部
の
野
原
ゆ
か
り
上
席
調
査
役
、
沖
縄

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
金
城
力
サ
ブ
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
活
性
協
の
新
崎

康
統
括
責
任
者
、
全
国
本
部
の
松
田
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
５
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
よ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
及
び
コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
の
状
況
や
、
支

援
機
関
・
金

融
機
関
が
連

携
し
て
事
業

再
生
支
援
に

取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性

な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ

れ
、
活
発
な

セ
ッ
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し

た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
、
経
営
改

善
・
事
業
再
生
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

▷

当局の Youtube
チャンネルで録画配信を
ご覧いただけます。

▷

経営改善・事業再生に関する
ご相談はこちらから

（沖縄県中小企業活性化協議会HP）

や
ま
か
わ
ま
さ
し

き
ん
じ
ょ
う
つ
と
む

ひ
ら   

た   

た
い
し
ん

ま
つ  

だ

ま
さ  

よ
し

な  

し
ろ 

み
ち 

な
が

あ
ら 

さ
き

や
す
し

仕
事
の窓窓

経済産業部 No.11
カーボンニュートラルに向けた取組

に関する各種イベント

　
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
地
域
課
題
を
解
決

し
、
地
域
の
魅
力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地

域
脱
炭
素
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
と
共
催

で
、
令
和
６
年
11
月
18
日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
「
地
域
脱
炭
素
に
向
け

た
地
方
公
共
団
体
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
沖
縄
・
奄
美
地
方
の
地
方

公
共
団
体
の
ブ
ー
ス
を
企
業
が
訪
れ
、
地

域
脱
炭
素
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、

出
展
企
業
の
ブ
ー
ス
に
は
、
地
方
公
共
団

体
や
企
業
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

情
報
交
換
等
を
目
的
に
、
環
境
省
九
州
地

方
環
境
事
務
所
と
共
催
で
、
令
和
７
年
１

月
24
日
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に

て
「
令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
の
吉
村
正
裕
氏
、
沖
縄
奄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
川
崎
浩
明
氏
、
沖
縄

県
商
工
労
働
部
産
業
政
策
課
の
瑞
慶
覧
桂

太
氏
、
与
那
原
町
企
画
政
策
課
の
安
慶
田

知
志
氏
、
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
の
西
野

通
憲
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
考
え
方
や

取
組
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
実
現
で
き
る
か
!?
沖
縄
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な

議
論
を
展
開

し
、
参
加
者
か

ら
も
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後

も
沖
縄
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
に

関
す
る
取
組
の

推
進
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
内
の
省
エ
ネ
取
組
推
進
の
た
め
、
国

の
省
エ
ネ
施
策
や
県
内
事
業
者
の
省
エ
ネ

取
組
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
「
令
和
６
年

度
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
令
和
７
年
２
月
18
日
にO

kinaw
a 

Innovation.Lab

で
開
催
し
ま
し
た
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
琉
球
歴
史
文
化
研

究
所
の
賀
数
然
仁
氏
に
「
琉
球
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
」
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
青
い
海
の
神
蔵
岳
紘
氏
、

山
の
内
観
光
株
式
会
社
の
山
内
晴
貴
氏
に

「
省
エ
ネ
診
断
や
省
エ
ネ
補
助
金
を
活
用

し
た
取
組
」
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
琉
球

銀
行
の
宮
里
竜
氏
、
株
式
会
社
み
ら
い
お

き
な
わ
の
儀
間
康
真
氏
に
「
省
エ
ネ
の
取

組
に
関
す
る
支
援
事
例
」
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
沖
縄
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
と
の
向
き
合
い
方
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
賀

数
氏
、
神
蔵

氏
、
山
内
氏
に

よ
る
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
課
で
は
今

後
も
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
て
、

沖
縄
地
域
で
の

脱
炭
素
化
や
省

エ
ネ
に
関
す
る

取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
９

地域脱炭素に向けた
マッチングイベントの様子

講演の様子

賀数氏、神蔵氏、山内氏によるパネルディスカッションの様子

地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体
と

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

か
み
く
ら 

た
け
ひ
ろ

か   

か
ず 
ひ
と  

さ

み
ち
の
り

た

ず   

け  

ら
ん 

け
い

仕
事
の窓窓

経済産業部 No.12
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～コロナ禍後の二極化が進む今、
求められる経営改善と事業再生～

県内支援機関・金融機関から約 80名が参加

名城社長の講演の様子

トークセッションの様子

中小企業活性化フォーラム

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県
内
企
業
の

経
営
改
善
・
事
業
再
生
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
金
融
調
整
機

能
を
有
し
公
正
中
立
な
実
施
機
関
と
し
て

「
沖
縄
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
」(

以

下
、
活
性
協)

を
設
置
し
、
支
援
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
現
状
の
沖
縄
経
済
は
、
観
光

産
業
の
活
況
を
背
景
に
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ

る
企
業
と
、
収
益
確
保
に
苦
し
む
企
業
の

二
極
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
過
剰
債
務
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
・
原
材
料
高
騰
、
人
手
不
足
に
苦
し

む
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
改
善
・

事
業
再
生
の
早
期
着
手
と
、
支
援
機
関
連

携
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援

機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
改
善
・
事

業
再
生
が
必
要
な
企
業
の
早
期
発
見
を
促

す
べ
く
、
令
和
７
年
２
月
４
日
、
中
小
企

業
振
興
会
館
に
お
い
て
、
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
だ
企
業
の
実
例
を
通
じ
て
、
企
業

の
実
情
に
応
じ
た
経
営
改
善
・
事
業
再
生

支
援
の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
中
小
企
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
金

融
課
の
平
田
大
真
係
長
に
よ
る
中
小
企
業

庁
の
取
組
や
、(

独)

中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
中
小
企
業
活
性
化
全
国
本
部
の
松
田

正
義
統
括
事
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
中
小
企
業
の
収
益
力
改

善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
推
進

す
る
活
性
協
の
取
組
や
、
再
生
支
援
に
取

り
組
む
上
で
重
要
な
マ
イ
ン
ド
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
活
性

協
を
活
用
し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
だ

(

有)

ニ
ュ
ー
ラ
ッ
キ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
代
表

取
締
役
社
長
の

名
城
道
永
様
よ

り
、
活
性
協
の

サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
に
至
っ
た

背
景
や
立
て
直

し
の
経
緯
な
ど
、

経
営
改
善
に
向

け
た
取
組
に
つ

い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
活

性
協
の
内
間
春
菜
統
括
責
任
者
補
佐
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
沖
縄
県
信
用
保

証
協
会
経
営
支
援
部
の
山
川
蔵
経
営
支
援

課
長
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
事
業
環

境
部
の
野
原
ゆ
か
り
上
席
調
査
役
、
沖
縄

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
金
城
力
サ
ブ
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
活
性
協
の
新
崎

康
統
括
責
任
者
、
全
国
本
部
の
松
田
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
５
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
よ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
及
び
コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
の
状
況
や
、
支

援
機
関
・
金

融
機
関
が
連

携
し
て
事
業

再
生
支
援
に

取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性

な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ

れ
、
活
発
な

セ
ッ
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し

た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
、
経
営
改

善
・
事
業
再
生
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
５

▷

当局の Youtube
チャンネルで録画配信を
ご覧いただけます。

▷

経営改善・事業再生に関する
ご相談はこちらから

（沖縄県中小企業活性化協議会HP）

や
ま
か
わ
ま
さ
し

き
ん
じ
ょ
う
つ
と
む

ひ
ら   

た   

た
い
し
ん

ま
つ  

だ

ま
さ  

よ
し

な  

し
ろ 

み
ち 

な
が

あ
ら 

さ
き

や
す
し

仕
事
の窓窓

経済産業部 No.11
カーボンニュートラルに向けた取組

に関する各種イベント

　
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
地
域
課
題
を
解
決

し
、
地
域
の
魅
力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地

域
脱
炭
素
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
と
共
催

で
、
令
和
６
年
11
月
18
日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
「
地
域
脱
炭
素
に
向
け

た
地
方
公
共
団
体
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
沖
縄
・
奄
美
地
方
の
地
方

公
共
団
体
の
ブ
ー
ス
を
企
業
が
訪
れ
、
地

域
脱
炭
素
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、

出
展
企
業
の
ブ
ー
ス
に
は
、
地
方
公
共
団

体
や
企
業
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

情
報
交
換
等
を
目
的
に
、
環
境
省
九
州
地

方
環
境
事
務
所
と
共
催
で
、
令
和
７
年
１

月
24
日
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に

て
「
令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
の
吉
村
正
裕
氏
、
沖
縄
奄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
川
崎
浩
明
氏
、
沖
縄

県
商
工
労
働
部
産
業
政
策
課
の
瑞
慶
覧
桂

太
氏
、
与
那
原
町
企
画
政
策
課
の
安
慶
田

知
志
氏
、
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
の
西
野

通
憲
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
考
え
方
や

取
組
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
実
現
で
き
る
か
!?
沖
縄
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な

議
論
を
展
開

し
、
参
加
者
か

ら
も
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後

も
沖
縄
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
に

関
す
る
取
組
の

推
進
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
内
の
省
エ
ネ
取
組
推
進
の
た
め
、
国

の
省
エ
ネ
施
策
や
県
内
事
業
者
の
省
エ
ネ

取
組
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
「
令
和
６
年

度
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
令
和
７
年
２
月
18
日
にO

kinaw
a 

Innovation.Lab

で
開
催
し
ま
し
た
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
琉
球
歴
史
文
化
研

究
所
の
賀
数
然
仁
氏
に
「
琉
球
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
」
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
青
い
海
の
神
蔵
岳
紘
氏
、

山
の
内
観
光
株
式
会
社
の
山
内
晴
貴
氏
に

「
省
エ
ネ
診
断
や
省
エ
ネ
補
助
金
を
活
用

し
た
取
組
」
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
琉
球

銀
行
の
宮
里
竜
氏
、
株
式
会
社
み
ら
い
お

き
な
わ
の
儀
間
康
真
氏
に
「
省
エ
ネ
の
取

組
に
関
す
る
支
援
事
例
」
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
沖
縄
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
と
の
向
き
合
い
方
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
賀

数
氏
、
神
蔵

氏
、
山
内
氏
に

よ
る
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
課
で
は
今

後
も
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
て
、

沖
縄
地
域
で
の

脱
炭
素
化
や
省

エ
ネ
に
関
す
る

取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
５
９

地域脱炭素に向けた
マッチングイベントの様子

講演の様子

賀数氏、神蔵氏、山内氏によるパネルディスカッションの様子

地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体
と

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
６
年
度
沖
縄
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

か
み
く
ら 

た
け
ひ
ろ

か   

か
ず 

ひ
と  

さ

み
ち
の
り

た

ず   

け  

ら
ん 

け
い

仕
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那覇港新港ふ頭地区ふ頭再編整備事業
くす玉開披

高橋克法国土交通副大臣
の挨拶

今井絵里子内閣府大臣
政務官の挨拶

　
令
和
７
年
３
月
２
日
、
沖
縄
県
那
覇
市

の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
お
い

て
、
那
覇
港
新
港
ふ
頭
地
区
ふ
頭
再
編
整

備
事
業
の
着
工
に
伴
い
、
「
那
覇
港
新
港

ふ
頭
地
区
ふ
頭
再
編
整
備
事
業
着
工
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
箇
所
で
あ
る
那
覇
港
は
沖
縄
の

物
流
拠
点
で
あ
り
、
取
合
せ
品
、
完
成
自

動
車
、
製
造
食
品
、
飲
料
等
と
い
っ
た
住

民
、
観
光
客
等
の
〝
人
〞
に
よ
り
利
用
・

消
費
さ
れ
る
貨
物
の
取
扱
い
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貨
物
は
、
沖
縄

へ
の
入
域
観
光
客
数
の
増
加
や
全
国
を
上

回
る
経
済
成
長
等
と
連
動
し
大
幅
な
増
加

傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
「
強
い
沖

縄
経
済
」
の
実
現
に
よ
り
一
層
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
扱
貨
物
量

の
増
加
に
伴
い
、
輸
送
手
段
と
な
る
船
舶

の
大
型
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
大
型
化
し
た
船
舶
が
係
留

す
る
た
め
の
岸
壁
増
伸
や
、
増
加
し
た
貨

物
を
取
り
扱
う
新
た
な
荷
捌
き
地
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
る
岸

壁
は
「
耐
震
強
化
岸
壁
」
と
し
て
整
備

し
、
被
災
時
の
安
定
的
な
物
資
供
給
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
の
持
続
的
な
経
済

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　
着
工
式
で
は
高
橋
国
土
交
通
副
大
臣
、

今
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
玉
城
那
覇
港

管
理
組
合
管
理
者
（
沖
縄
県
知
事
）
か
ら

の
挨
拶
に
続
い
て
、
赤
嶺
衆
議
院
議
員
、

國
場
衆
議
院
議
員
、
山
川
衆
議
院
議
員
か

ら
の
来
賓
祝
辞
の
ほ
か
、
波
上
宮
獅
子
舞

保
存
会
に
よ
る
演
舞
や
、
く
す
玉
開
披
を

行
い
、
祝
意
と
と
も
に
物
流
拠
点
と
し
て

の
機
能
強
化
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

靱
化
に
係
る
期
待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
副
大
臣
は
、
「
整
備
に
着
手
す
る

岸
壁
は
、
那
覇
港
に
お
い
て
初
と
な
る
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
（※

）
の
貨
物
を
取
り
扱
う
耐

震
強
化
岸
壁
で
あ
り
ま
す
。
大
規
模
地
震

の
発
生
時
に
お
い
て
も
機
能
す
る
、
強
靱

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
実
現
す
る
ほ

か
、
沖
縄
に
お
け
る
離
島
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
集
落
の
孤
立
を
防

ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
本
事
業
を
着
実

に
推
進
し
、
那
覇
港
の
発
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官

は
、
「
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
で
は
海
上
輸

送
は
非
常
に
重
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
か
ら
沖

縄
の
観
光
経
済
活
動
が
順
調
に
回
復
す
る

中
、
沖
縄
の
更
な
る
振
興
の
た
め
に
は
港

湾
の
発
展
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
事
業
の

着
実
な
実
施
に
向
け
た
支
援
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
発
言
し
、
日
頃

よ
り
那
覇
港
の
整
備
・
振
興
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
と
整
備
事

業
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
も
安
全
第
一
で
早
期

の
完
成
を
目
指
し
、
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

船…

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
直
接
乗
り
込

ん
で
貨
物
を
運
搬
で
き
る
船
舶
の
こ
と
。

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
港
湾
計
画
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
６

「那覇港新港ふ頭地区
ふ頭再編整備事業着工式」を

開催しました！

仕
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新たな岸壁と荷捌き地等を整備

  

本島北部豪雨で使用した
災害対策用機械の操作訓練を実施

　
沖
縄
本
島
北
部
で
は
令
和
６
年
11
月
８

日
か
ら
10
日
ま
で
断
続
的
に
活
発
な
雨
雲

が
発
生
し
、
9
日
０
時
12
分
か
ら
10
日
８

時
47
分
ま
で
に
、
国
頭
村
・
大
宜
味
村
・

東
村
・
名
護
市
で
合
計
18
回
の
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
過

去
に
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
レ
ベ
ル
の
局

地
的
な
集
中
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
国
頭
村
比
地
区
集

落
へ
の
浸
水
・
土
砂
流
入
や
大
宜
味
村
津

波
浄
水
場
の
被
災
に
よ
る
断
水
な
ど
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
開
発
建
設

部
で
は
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
の
期
間
、

沖
縄
本
島
内
で
は
初
め
て
と
な
る
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）

の
管
内
派
遣
を
行
い
、
特
に
国
頭
村
・
大

宜
味
村
に
お
い
て
は
、
災
害
対
策
用
機
械

（
排
水
管
清
掃
車
・
側
溝
清
掃
車
・
給
水

装
置
付
き
散
水
車
）
の
緊
急
貸
付
等
に
よ

る
災
害
応
急
復
旧
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

　　
災
害
対
策
用
機
械
に
よ
る
災
害
時
の
応

急
復
旧
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
か
ら

の
要
請
に
よ
る
無
償
貸
付
が
基
本
と
な
り

ま
す
が
、
自
治
体
側
で
用
意
す
る
地
元
業

者
等
の
作
業
員
が
作
業
す
る
際
、
不
慣
れ

な
機
械
操
作
に
よ
る
作
業
時
の
破
損
や
交

通
事
故
の
補
償
対
応
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年

２
月
26
日
、
本
島
北
部
豪
雨
に
て
支
援
活

動
を
行
っ
た
災
害
対
策
用
機
械
の
操
作
、

及
び
機
器
仕
様
の
情
報
共
有
等
を
行
い
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
復
旧
支
援
活

動
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
機
械
の
貸
付

の
流
れ
や
保
険
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
開
発
建

設
部
職
員
や
維
持
業
者
以
外
に
本
島
内
市

町
村
の
防
災
担
当
者
や
水
道
事
業
者
な
ど

40
名
以
上
も
参
加
し
て
、
担
当
者
の
説
明

を
受
け
て
実
際
の
機
械
操
作
実
演
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
平
常

時
か
ら
訓
練
や
情
報
共
有
を
通
し
て
災
害

復
旧
活
動
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
防
災
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
３

国頭村比地区における土砂撤去支援
協力会社：沖縄道路メンテナンス（株）、オパス（株）

給水装置付き散水車による応急給水訓練 参加者による機械操作実演

側溝清掃車・排水管清掃車を用いた操作訓練

道の駅おおぎみでの応急給水支援

令
和
６
年 

沖
縄
本
島
北
部
豪
雨
に
つ
い
て

災
害
対
策
用
機
械
操
作
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

災害対策用機械操作訓練
（宜野座村：漢那ダム湖畔公園）
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那覇港新港ふ頭地区ふ頭再編整備事業
くす玉開披

高橋克法国土交通副大臣
の挨拶

今井絵里子内閣府大臣
政務官の挨拶

　
令
和
７
年
３
月
２
日
、
沖
縄
県
那
覇
市

の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
お
い

て
、
那
覇
港
新
港
ふ
頭
地
区
ふ
頭
再
編
整

備
事
業
の
着
工
に
伴
い
、
「
那
覇
港
新
港

ふ
頭
地
区
ふ
頭
再
編
整
備
事
業
着
工
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
箇
所
で
あ
る
那
覇
港
は
沖
縄
の

物
流
拠
点
で
あ
り
、
取
合
せ
品
、
完
成
自

動
車
、
製
造
食
品
、
飲
料
等
と
い
っ
た
住

民
、
観
光
客
等
の
〝
人
〞
に
よ
り
利
用
・

消
費
さ
れ
る
貨
物
の
取
扱
い
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貨
物
は
、
沖
縄

へ
の
入
域
観
光
客
数
の
増
加
や
全
国
を
上

回
る
経
済
成
長
等
と
連
動
し
大
幅
な
増
加

傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
「
強
い
沖

縄
経
済
」
の
実
現
に
よ
り
一
層
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
扱
貨
物
量

の
増
加
に
伴
い
、
輸
送
手
段
と
な
る
船
舶

の
大
型
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
大
型
化
し
た
船
舶
が
係
留

す
る
た
め
の
岸
壁
増
伸
や
、
増
加
し
た
貨

物
を
取
り
扱
う
新
た
な
荷
捌
き
地
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
る
岸

壁
は
「
耐
震
強
化
岸
壁
」
と
し
て
整
備

し
、
被
災
時
の
安
定
的
な
物
資
供
給
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
の
持
続
的
な
経
済

成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　
着
工
式
で
は
高
橋
国
土
交
通
副
大
臣
、

今
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
玉
城
那
覇
港

管
理
組
合
管
理
者
（
沖
縄
県
知
事
）
か
ら

の
挨
拶
に
続
い
て
、
赤
嶺
衆
議
院
議
員
、

國
場
衆
議
院
議
員
、
山
川
衆
議
院
議
員
か

ら
の
来
賓
祝
辞
の
ほ
か
、
波
上
宮
獅
子
舞

保
存
会
に
よ
る
演
舞
や
、
く
す
玉
開
披
を

行
い
、
祝
意
と
と
も
に
物
流
拠
点
と
し
て

の
機
能
強
化
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

靱
化
に
係
る
期
待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
副
大
臣
は
、
「
整
備
に
着
手
す
る

岸
壁
は
、
那
覇
港
に
お
い
て
初
と
な
る
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
（※

）
の
貨
物
を
取
り
扱
う
耐

震
強
化
岸
壁
で
あ
り
ま
す
。
大
規
模
地
震

の
発
生
時
に
お
い
て
も
機
能
す
る
、
強
靱

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
実
現
す
る
ほ

か
、
沖
縄
に
お
け
る
離
島
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
集
落
の
孤
立
を
防

ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
本
事
業
を
着
実

に
推
進
し
、
那
覇
港
の
発
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
井
内
閣
府
大
臣
政
務
官

は
、
「
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
で
は
海
上
輸

送
は
非
常
に
重
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
か
ら
沖

縄
の
観
光
経
済
活
動
が
順
調
に
回
復
す
る

中
、
沖
縄
の
更
な
る
振
興
の
た
め
に
は
港

湾
の
発
展
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
事
業
の

着
実
な
実
施
に
向
け
た
支
援
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
発
言
し
、
日
頃

よ
り
那
覇
港
の
整
備
・
振
興
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
と
整
備
事

業
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
も
安
全
第
一
で
早
期

の
完
成
を
目
指
し
、
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

船…

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
直
接
乗
り
込

ん
で
貨
物
を
運
搬
で
き
る
船
舶
の
こ
と
。

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
港
湾
計
画
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
６

「那覇港新港ふ頭地区
ふ頭再編整備事業着工式」を

開催しました！

仕
事
の窓窓

開発建設部 No.13

新たな岸壁と荷捌き地等を整備

  

本島北部豪雨で使用した
災害対策用機械の操作訓練を実施

　
沖
縄
本
島
北
部
で
は
令
和
６
年
11
月
８

日
か
ら
10
日
ま
で
断
続
的
に
活
発
な
雨
雲

が
発
生
し
、
9
日
０
時
12
分
か
ら
10
日
８

時
47
分
ま
で
に
、
国
頭
村
・
大
宜
味
村
・

東
村
・
名
護
市
で
合
計
18
回
の
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
過

去
に
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
レ
ベ
ル
の
局

地
的
な
集
中
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
国
頭
村
比
地
区
集

落
へ
の
浸
水
・
土
砂
流
入
や
大
宜
味
村
津

波
浄
水
場
の
被
災
に
よ
る
断
水
な
ど
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
開
発
建
設

部
で
は
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
の
期
間
、

沖
縄
本
島
内
で
は
初
め
て
と
な
る
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）

の
管
内
派
遣
を
行
い
、
特
に
国
頭
村
・
大

宜
味
村
に
お
い
て
は
、
災
害
対
策
用
機
械

（
排
水
管
清
掃
車
・
側
溝
清
掃
車
・
給
水

装
置
付
き
散
水
車
）
の
緊
急
貸
付
等
に
よ

る
災
害
応
急
復
旧
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

　　
災
害
対
策
用
機
械
に
よ
る
災
害
時
の
応

急
復
旧
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
か
ら

の
要
請
に
よ
る
無
償
貸
付
が
基
本
と
な
り

ま
す
が
、
自
治
体
側
で
用
意
す
る
地
元
業

者
等
の
作
業
員
が
作
業
す
る
際
、
不
慣
れ

な
機
械
操
作
に
よ
る
作
業
時
の
破
損
や
交

通
事
故
の
補
償
対
応
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年

２
月
26
日
、
本
島
北
部
豪
雨
に
て
支
援
活

動
を
行
っ
た
災
害
対
策
用
機
械
の
操
作
、

及
び
機
器
仕
様
の
情
報
共
有
等
を
行
い
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
復
旧
支
援
活

動
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
機
械
の
貸
付

の
流
れ
や
保
険
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
開
発
建

設
部
職
員
や
維
持
業
者
以
外
に
本
島
内
市

町
村
の
防
災
担
当
者
や
水
道
事
業
者
な
ど

40
名
以
上
も
参
加
し
て
、
担
当
者
の
説
明

を
受
け
て
実
際
の
機
械
操
作
実
演
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
平
常

時
か
ら
訓
練
や
情
報
共
有
を
通
し
て
災
害

復
旧
活
動
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
防
災
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
０
３

国頭村比地区における土砂撤去支援
協力会社：沖縄道路メンテナンス（株）、オパス（株）

給水装置付き散水車による応急給水訓練 参加者による機械操作実演

側溝清掃車・排水管清掃車を用いた操作訓練

道の駅おおぎみでの応急給水支援

令
和
６
年 

沖
縄
本
島
北
部
豪
雨
に
つ
い
て

災
害
対
策
用
機
械
操
作
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

災害対策用機械操作訓練
（宜野座村：漢那ダム湖畔公園）

仕
事
の窓窓

開発建設部 No.14
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グループディスカッションの様子

小野座長による冒頭挨拶

協議会の様子

化
を
図
る
た
め
荷
主
や
物
流
事
業
者
に
対

す
る
規
制
措
置
の
導
入
等
を
定
め
る
「
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
７

年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
沖
縄
労
働
局
か
ら
は
令

和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
に
関
す
る
改
善
基

準
告
示
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
沖
縄
県
内
で
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
問

題
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
環
境
改

善
に
向
け
て
は
荷
主
の
理
解
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
令
和
７
年
２
月
17
日
、全
国
的
に
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
運
転
手
不

足
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
の
取

引
環
境
及
び
運
転
手
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
図
る
た
め
、
沖
縄
労
働
局
及
び
公
益

社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
沖
縄

総
合
事
務
局
の
共
催
に
よ
る
県
内
の
荷
主

事
業
者
、
経
済
団
体
、
運
送
事
業
者
、
労

働
者
団
体
等
で
構
成
す
る「
第
15
回
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間

改
善
沖
縄
県
地
方
協
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
当
局
か
ら
令
和
５
年
７
月

に
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
活
動

内
容
や
、
物
流
効
率
化
や
取
引
環
境
適
正

第
15
回
　ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

沖
縄
県
地
方
協
議
会
に
つ
い
て

〜 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

 

　働
き
方
改
革
の
実
現
に
む
け
て
〜

運
輸
各
業
種
の
取
組
を
聞
け
て
非
常
に
よ

か
っ
た
」、「
各
モ
ー
ド
の
現
場
で
の
苦
労

話
が
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
業
種

の
取
組
と
参
考
と
な
る
事
項
が
多
か
っ
た
」

な
ど
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
運
輸
部
で
は
今
後
も
交
通
事
業
者
が
業

種
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る
場
を

作
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

安
全
統
括
管
理
者
：
運
輸
事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
確
保
に
関
す
る
統
括
責
任
者

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
総
務
運
航
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
国
土
交
通
省
で
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
浸
透
・
定

着
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
交
通
モ
ー
ド

の
垣
根
を
越
え
て
、
安
全
統
括
管
理
者
（※

）

が
交
流
を
深
め
る
た
め
の
「
横
の
連
携
」

の
場
と
す
る
た
め
、
平
成
29
年
か
ら
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
安
全
統
括
管
理
者
会

議
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
沖
縄
で
は
初
と
な
る
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
令
和
７
年
３
月
24

日
に
開
催
し
、参
加
者
の
皆
様
に
交
通
モ
ー

ド
横
断
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
通
じ
、
参
加
者
の
皆
様
に
安
全
に
関

す
る
知
見
や
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
バ
ス
、
海
運
、
鉄
道
、

航
空
の
交
通
事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
い
ま
、
運
輸

事
業
者
に
必
要
な
人
材
、
能
力
と
は
何
か

〜
リ
ス
ク
感
受
性
向
上
等
に
つ
い
て
考
え

る
〜
」、「
効
果
的
な
内
部
監
査
を
実
施
す

る
た
め
の
課
題
と
対
応
」、「
事
故・ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
情
報
等
の
収
集
・
活
用
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
社

で
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
点
、
悩
み
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
海
運
、
鉄
道
、

「
安
統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
沖
縄
」を

開
催
し
ま
し
た
！

仕
事
の窓窓

No.15運輸部

仕
事
の窓窓

No.16運輸部

第１回沖縄交通リ・デザイン
シンポジウムを開催しました!!

　
沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な

ど
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

こ
れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方

で
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
時
間
損

失
・
生
産
性
低
下
、
著
し
く
低
い
公
共
交

通
の
分
担
率
に
伴
う
環
境
の
悪
化
、
二
次

交
通
の
利
便
性
の
低
さ
に
よ
る
観
光
客
の

沖
縄
離
れ
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
沖
縄

の
生
活
・
社
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か

ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
経
済
界
、
交

通
・
観
光
関
係
者
、
行
政
等
が
一
体
と

な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現

に
向
け
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」

と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
」
を
車

の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や
都
市
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま

す
。

　
首
里
地
区
は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
中
南
部
の
市
外
か
ら
那
覇
の
中
心

地
へ
向
か
う
通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
や
、

坂
が
多
い
た
め
住
民
の
自
家
用
車
に
よ
る

移
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
や
市
内
外
の
バ
ス
路
線

が
通
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
交

通
を
利
用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

交
通
渋
滞
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
か
ら
首
里
地
区
を
対
象
に
内
閣
府
沖

縄
振
興
局
と
共
に
進
め
て
い
る
取
組
と
し

て
、
首
里
高
校
１
年
生
と
銀
行
３
行
の
職

員
を
対
象
に
、
車
以
外
に
も
様
々
な
通

勤
・
通
学
手
段
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
、
今
ま
で
の
通
勤
・

通
学
ス
タ
イ
ル
を
一
定
期
間
見
直
し
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
勤
・
通
学
を
す

る
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
琉
球
大
学
の
神

谷
准
教
授
の
基
調
講
演
や
県
内
の
取
組
事

例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄
県
企
画
部

交
通
政
策
課
、
沖
縄
銀
行
、
特
定
非
営
利

法
人
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

協
議
会
構
成
企
業
）
に
よ
る
発
表
の
ほ

か
、
実
証
実
験
に
参
加
し
た
首
里
高
校
１

年
生
が
登
壇
し
、
特
別
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
様
々
な

視
点
か
ら
沖
縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
人
の
中
に
は
、
県
内
自
治
体
の
交
通

担
当
者
や
コ
ン
サ
ル
企
業
、
ま
た
一
般
の

方
々
の
参
加
も
多
く
、
今
後
の
沖
縄
の
交

通
課
題
解
決
に
向
け
て
前
進
で
き
た
場
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
運
輸
部
は
沖
縄

の
交
通
や
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
２
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
是
非
ご
参
加
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
！

首
里
地
区
に
お
け
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
転
換
に
向
け
た
取
組

（
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
・
沖
縄
総
合
事
務
局
）

シンポジウムの様子特別発表で登壇した首里高校１年生
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グループディスカッションの様子

小野座長による冒頭挨拶

協議会の様子

化
を
図
る
た
め
荷
主
や
物
流
事
業
者
に
対

す
る
規
制
措
置
の
導
入
等
を
定
め
る
「
流

通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
７

年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
沖
縄
労
働
局
か
ら
は
令

和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
に
関
す
る
改
善
基

準
告
示
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
沖
縄
県
内
で
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
問

題
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環

境
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
環
境
改

善
に
向
け
て
は
荷
主
の
理
解
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
令
和
７
年
２
月
17
日
、全
国
的
に
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
運
転
手
不

足
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
の
取

引
環
境
及
び
運
転
手
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
図
る
た
め
、
沖
縄
労
働
局
及
び
公
益

社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
沖
縄

総
合
事
務
局
の
共
催
に
よ
る
県
内
の
荷
主

事
業
者
、
経
済
団
体
、
運
送
事
業
者
、
労

働
者
団
体
等
で
構
成
す
る「
第
15
回
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間

改
善
沖
縄
県
地
方
協
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
当
局
か
ら
令
和
５
年
７
月

に
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
活
動

内
容
や
、
物
流
効
率
化
や
取
引
環
境
適
正

第
15
回
　ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

沖
縄
県
地
方
協
議
会
に
つ
い
て

〜 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

 

　働
き
方
改
革
の
実
現
に
む
け
て
〜

運
輸
各
業
種
の
取
組
を
聞
け
て
非
常
に
よ

か
っ
た
」、「
各
モ
ー
ド
の
現
場
で
の
苦
労

話
が
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
業
種

の
取
組
と
参
考
と
な
る
事
項
が
多
か
っ
た
」

な
ど
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
運
輸
部
で
は
今
後
も
交
通
事
業
者
が
業

種
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る
場
を

作
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

安
全
統
括
管
理
者
：
運
輸
事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
確
保
に
関
す
る
統
括
責
任
者

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
総
務
運
航
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

　
国
土
交
通
省
で
は
、
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
の
普
及
・
啓
発
、
浸
透
・
定

着
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
交
通
モ
ー
ド

の
垣
根
を
越
え
て
、
安
全
統
括
管
理
者
（※

）

が
交
流
を
深
め
る
た
め
の
「
横
の
連
携
」

の
場
と
す
る
た
め
、
平
成
29
年
か
ら
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
安
全
統
括
管
理
者
会

議
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
沖
縄
で
は
初
と
な
る
「
安

統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
令
和
７
年
３
月
24

日
に
開
催
し
、参
加
者
の
皆
様
に
交
通
モ
ー

ド
横
断
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
通
じ
、
参
加
者
の
皆
様
に
安
全
に
関

す
る
知
見
や
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
バ
ス
、
海
運
、
鉄
道
、

航
空
の
交
通
事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
い
ま
、
運
輸

事
業
者
に
必
要
な
人
材
、
能
力
と
は
何
か

〜
リ
ス
ク
感
受
性
向
上
等
に
つ
い
て
考
え

る
〜
」、「
効
果
的
な
内
部
監
査
を
実
施
す

る
た
め
の
課
題
と
対
応
」、「
事
故・ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
情
報
等
の
収
集
・
活
用
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
社

で
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
点
、
悩
み
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
海
運
、
鉄
道
、

「
安
統
管
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
沖
縄
」を

開
催
し
ま
し
た
！

仕
事
の窓窓

No.15運輸部

仕
事
の窓窓

No.16運輸部

第１回沖縄交通リ・デザイン
シンポジウムを開催しました!!

　
沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な

ど
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

こ
れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方

で
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
時
間
損

失
・
生
産
性
低
下
、
著
し
く
低
い
公
共
交

通
の
分
担
率
に
伴
う
環
境
の
悪
化
、
二
次

交
通
の
利
便
性
の
低
さ
に
よ
る
観
光
客
の

沖
縄
離
れ
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
沖
縄

の
生
活
・
社
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か

ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
経
済
界
、
交

通
・
観
光
関
係
者
、
行
政
等
が
一
体
と

な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現

に
向
け
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」

と
「
効
率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
」
を
車

の
両
輪
と
し
て
、
沖
縄
の
交
通
や
都
市
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま

す
。

　
首
里
地
区
は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
中
南
部
の
市
外
か
ら
那
覇
の
中
心

地
へ
向
か
う
通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
や
、

坂
が
多
い
た
め
住
民
の
自
家
用
車
に
よ
る

移
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
や
市
内
外
の
バ
ス
路
線

が
通
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
交

通
を
利
用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

交
通
渋
滞
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
か
ら
首
里
地
区
を
対
象
に
内
閣
府
沖

縄
振
興
局
と
共
に
進
め
て
い
る
取
組
と
し

て
、
首
里
高
校
１
年
生
と
銀
行
３
行
の
職

員
を
対
象
に
、
車
以
外
に
も
様
々
な
通

勤
・
通
学
手
段
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
、
今
ま
で
の
通
勤
・

通
学
ス
タ
イ
ル
を
一
定
期
間
見
直
し
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
勤
・
通
学
を
す

る
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
琉
球
大
学
の
神

谷
准
教
授
の
基
調
講
演
や
県
内
の
取
組
事

例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄
県
企
画
部

交
通
政
策
課
、
沖
縄
銀
行
、
特
定
非
営
利

法
人
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

協
議
会
構
成
企
業
）
に
よ
る
発
表
の
ほ

か
、
実
証
実
験
に
参
加
し
た
首
里
高
校
１

年
生
が
登
壇
し
、
特
別
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
様
々
な

視
点
か
ら
沖
縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
人
の
中
に
は
、
県
内
自
治
体
の
交
通

担
当
者
や
コ
ン
サ
ル
企
業
、
ま
た
一
般
の

方
々
の
参
加
も
多
く
、
今
後
の
沖
縄
の
交

通
課
題
解
決
に
向
け
て
前
進
で
き
た
場
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
運
輸
部
は
沖
縄

の
交
通
や
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
２
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
是
非
ご
参
加
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
！

首
里
地
区
に
お
け
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
転
換
に
向
け
た
取
組

（
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
・
沖
縄
総
合
事
務
局
）

シンポジウムの様子特別発表で登壇した首里高校１年生
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出身地
略　歴

趣　味
抱　負

沖縄県
昭和63年　沖縄開発庁入庁
沖縄総合事務局総務部総務調整官を経て現職
城めぐり、数年前に再開したゴルフ
これまでの経験をいかし、関係者のご意見もうかがいながら、沖縄の振興
に貢献できるよう、精一杯取り組んでまいります。よろしくお願いいたしま
す。波平　康

なみ   ひら やすし

総務部長

お知らせ Information

人 事 異 動

白タク・白バス違法広報用チラシ（日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法

上
の
５
類
に
移
行
後
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
沖
縄
県
に
お
い

て
も
訪
日
外
国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
訪
日
外
国
人
を
対
象
に
、
道
路
運
送

法
の
許
可
を
受
け
ず
自
家
用
車
で
旅
客
を
運
送

す
る
違
法
な
白
タ
ク
・
白
バ
ス
行
為
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
白
タ
ク
・
白
バ
ス
は
、
違
法
で
あ

る
ほ
か
、
任
意
保
険
加
入
の
義
務
が
な
い
た
め
、

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
十
分
な
補
償
を
受
け
ら

れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
違
法
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
ず
安
易
に
利
用
し
て
し
ま
う
旅
行

者
も
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
海
外

の
旅
行
者
が
安
全
・
安
心
に
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
連
携
し
、
旅
行
者
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
外
国
人
旅
行
者
を
対
象
と
す
る
白
タ
ク

行
為
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
２
０
２
５
年
も
沖
縄
県
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
予
定
回
数
は
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
白
タ
ク
・
白
バ
ス
防
止
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６ 「

白
タ
ク
」は
違
法
で
あ
り
、危
険
で
す
！

〜 

白
タ
ク
等
行
為
防
止
の
取
組
を
実
施
し
ま
し
た 

〜

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
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OKINAWA41

令和６年度OKINAWA41フォト・
かりゆしコンテスト表彰式 記念撮影

フォトコンテスト／シーズン９
内閣府特命担当大臣賞（最優秀賞） 
『お姉ちゃん待って』（谷口 由依さん撮影）

かりゆしウェアテキスタイル
デザインコンテスト2024最優秀賞 
『赤サンゴ』（吉田 海さん作）

『赤サンゴ』のデザインを基に作成したかりゆしウェア

他の受賞作品は
「OKINAWA41」のサイト
でご確認いただけます。
ぜひご覧ください!

内閣府だより

令和6年度OKINAWA41フォト・
かりゆしコンテスト表彰式

が開催されました ！

　 ３月15日、知られざる沖縄の魅力を発信するウェブサイト「OKINAWA41」で開催されたフォトコ
ンテスト及びかりゆしウェアテキスタイルデザインコンテストの表彰式を沖縄総合事務局で開催し、
審査委員の崎山一葉さんによる表彰状の授与が行われました。
　また、残念ながら表彰式に欠席された審査員の護得久栄昇さん、ガレッジセールのお二人、糸数美
樹さん、そして審査委員長の北島清隆さんからはビデオレターを寄せていただきました。

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

沖縄県
昭和63年　沖縄開発庁入庁
沖縄総合事務局総務部総務調整官を経て現職
城めぐり、数年前に再開したゴルフ
これまでの経験をいかし、関係者のご意見もうかがいながら、沖縄の振興
に貢献できるよう、精一杯取り組んでまいります。よろしくお願いいたしま
す。波平　康

なみ   ひら やすし

総務部長

お知らせ Information

人 事 異 動

白タク・白バス違法広報用チラシ（日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国語）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法

上
の
５
類
に
移
行
後
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
沖
縄
県
に
お
い

て
も
訪
日
外
国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
訪
日
外
国
人
を
対
象
に
、
道
路
運
送

法
の
許
可
を
受
け
ず
自
家
用
車
で
旅
客
を
運
送

す
る
違
法
な
白
タ
ク
・
白
バ
ス
行
為
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
白
タ
ク
・
白
バ
ス
は
、
違
法
で
あ

る
ほ
か
、
任
意
保
険
加
入
の
義
務
が
な
い
た
め
、

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
十
分
な
補
償
を
受
け
ら

れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
違
法
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
ず
安
易
に
利
用
し
て
し
ま
う
旅
行

者
も
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
海
外

の
旅
行
者
が
安
全
・
安
心
に
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
連
携
し
、
旅
行
者
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
外
国
人
旅
行
者
を
対
象
と
す
る
白
タ
ク

行
為
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
２
０
２
５
年
も
沖
縄
県
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
予
定
回
数
は
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
白
タ
ク
・
白
バ
ス
防
止
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６ 「

白
タ
ク
」は
違
法
で
あ
り
、危
険
で
す
！

〜 

白
タ
ク
等
行
為
防
止
の
取
組
を
実
施
し
ま
し
た 

〜

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６
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